
き
ゅ
う
す
い
工
事

第
��
号
　
　
春
季
号
　
　
N
o
．�

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

〒163-0712 東京都新宿区西新宿二丁目7番1号
　　　　　小田急第一生命ビル12階
TEL.03-6911-2711/FAX.03-6911-2715
https://www.kyuukou.or.jp/

第　　 53 　　号
［ 2022  春  季  号］

給水工事技術振興財団
Japan Water Plumbing Engineering Promotion Foundation

公　　益
財団法人

2022
春季号

Vol.23 No.2

*44/ ��������9

公益財団法人  給水工事技術振興財団



170X250

長寿命長寿命

1 種二層管
JIS K 6762

スーパータフポリ
１種二層管

スーパータフポリ
１種管ブルー

大きな地盤変状でも
通水機能を維持

水道配水用ポリエチレン管と
同じPE100を使用

高密度ポリエチレン（PE100）の給水管＆継手　

ののの耐震給水管路を実現！の耐震給水管路を実現！

スーパータフポリ１種管も
EF継手も材料は、
長寿命性が検証された
高密度ポリエチレン
（PE100）。

外径･内径
同寸法

外径･内径
同寸法

寸法はJIS二層管と同じ
なので既存の継手がその
まま使用でき、
JIS二層管の
部分的な更新・
補修でも使用
できます。

でも継手は抜けない

EF接合で管路が一体
化し、管が降伏しても、
継手部は抜けません。

試験前 試験後

高速引張り試験

EF継手で工事コストを
金属継手に比べて
工事費の
コストダウンが可能。

材料費
（メーカー設計価格、2020年版）
布設費
（令和２年公共工事設計労務単価・東京都）

詳しい条件はWebカタログ（15ページ）でご確認ください。
EF継手 金属継手 金属継手
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呼び径 20 呼び径 25

EF継手

Webカタログ

大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも
通水機能を維持通水機能を維持通水機能を維持

止水機構付EFサドル

EF継手類
日本水道協会認証登録品

1種二層管
日本水道協会認証登録品

が使用可能既存の継手既存の継手

約１０％カット約１０％カット

L２地震動L２地震動

スーパータフポリ１種管も

既存の継手既存の継手既存の継手既存の継手既存の継手既存の継手

《技術報告書》

配水用ポリエチレンパイプシステム協会

水道配水用ポリエチレン管路の
100年寿命の検証

の材料長寿命長寿命
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新しく令和4年度がスタートします。
水道課長に着೚して൒年ؒ、様々な出དྷ事が

起こりました。中でも和歌山市における水管橋
の崩落事故、また日本水道協会の自ओن格であ
る+88"ن格の不適正なೝূ取ಘ事案が特に大
きな事案でした。

前ऀについては、当֘水管橋において௻り材
のഁஅが֬ೝされたことから、全ࠃの水道事業
ऀ等に対し、水管橋の点ݕをؚΉҡ持・मસの
࣮施について、改めて要請しました。また、ͦ
のஅ水被֐の大きさにؑみ、災֐対策の؍点か
らも、生׆基盤施ઃ଱震化等ަ付金において、
水管橋に特化したิ助メχϡーを૑ઃしまし
た。今後は、現ࡏ和歌山市においてௐࠪ中であ
る崩落事故の原因を౿まえつつ、こうした点ݕ
の見௚しやमસを進めようとする水道事業ऀ等
のߟࢀとなるよう、ň水道施ઃの点ݕをؚΉҡ
持・मસの࣮施に関するΨイυϥインŉ を改గ
するなどにより、引き続き適切な資࢈管理のਪ
進に取り組Μでいく予ఆです。

後ऀについては、水道用資機材の҆全性の֬
ೝに໾ׂをՌたしてきた+88"ن格・ೝূ制度
の৴པ性を༳るがしかͶない重大な໰題とߟえ
ております。

ところで、令和4年1�月より改正水道法に基
ͮく水道施ઃ୆ாの࡞੒・保管ٛ務の適用が࢝
まります。୆ா整備の目的である「適切な資࢈
管理」のਪ進については、水道施ઃの状گを的

֬に೺Ѳし、࿙水事故等の発生防止や長ण໋化
によるઃ備౤資の཈制等をਤりつつ、水ध要の
কདྷ予ଌ等をؚめた長ظ的なࢹ点に立って、計
画的に水道施ઃのߋ新を進めていくことが大変
重要です。管࿏経年化཰は令和元年度末1��1ˋ
で年々上ঢしているのに対して、管࿏ߋ新཰は
令和元年度��6�ˋでۙ年ԣばいとなっておりま
すが、今後��年のうちに෍ઃ後6�年が経過する
管࿏をߋ新する場߹は���6ˋが必要であり、管
࿏ߋ新のϖースΞッϓが๬まれます。

また令和�年度末における基װ管࿏の଱震適
߹཰は4���ˋ、ড়水施ઃٴび഑水஑の଱震化཰
はͦれͧれ3���ˋ、6���ˋであり、この状گでڊ
大地震等の大ن໛災֐が発生するとਙ大な被֐
に見舞われることがݒ೦されます。ೆւトϥϑ
やઍౡւߔ、ट౎௚Լ等ではڊ大地震の発生が
かなりߴい֬཰で予ଌされており、防災・減災
に向けたϋーυ・ιϑト両໘の計画的な対策の
࣮施はまさに٤緊の課題です。

関ऀ܎のօ様ํに進めていただいている֤छ
取組のߋなるՃ଎化のため、水道課としては引
き続き、こうした課題に対し一つひとつਅ᎜に
取り組Μでࢀりますので、本年度も、օ様のよ
り一૚のご理解とご支援をࣀりますよう、よろ
しくおئい申し上͛ます。

݁びに、給水工事技術ৼ興財団のӹ々のご発
లฒびにօ様ํのご݈উ、ごଟ幸をف೦いたし
まして、ごѫࡰとさせていただきます。

ר ಄ ݴ

๷ࡂɾࡂݮにܭ͚ͨ޲ըతな
ରࡦを

ްੜ࿑ಇলҩༀɾੜ׆Ӵੜہ水ಓ՝௕
　໊૔　ྑ༤
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Έͪの ை͘෩τϨΠϧ
େٱอ　ษ
大久保技術士事務所代表

略歴
1972年	 八戸市採用、水道部出向
2006年	 八戸圏域水道企業団副企業長
2010年	 日本ダクタイル鉄管協会顧問
2017年	 現職

ರ　ࢠ૿
（特非）日本オゾン協会会長

略歴
昭和58年 4月	 横浜市入庁
平成25年11月	 総務局長
平成28年 4月	 水道局長
令和 ２年 7月	 神奈川県内広域水道企業団副企業長

新型コロナウイルスのຮԆで山に行く機会を
ࣦったࢲは、独り「みちのく潮風トレイル」を
୧ることとした。ۙ場だし、ަ௨手ஈを工夫す
ればີはආけられるʜとかԿとか言って、本Ի
は体ྗのおびただしい௿Լで、ਨ௚より平行Ҡ
動を༨ّなくされているのだ。
「みちのく潮風トレイル」は八戸市の෥ౡから

෱ౡݝ૬അ市のদ川Ӝまで໿ ����LN の長ڑ཭
自વ歩道だ。東日本大震災で大きな被֐を被っ
た東北太平洋沿岸の復興にݙߩしようという؀
られたトレイルであ࡞省のϓロδΣΫトでڥ
る。今やロンάトレイルを歩くことはϒームに
さえなっており、৿やཬ山、ւ岸、集落などを
୧り、自વやਓのӦみ、ྺ࢙、จ化に৮れるこ
とが出དྷるߴঘ（ ）なスポーπレΫリエーシϣ
ンである。

初に八戸ઢの࢝発࠷、法はུ߈のトレイルࢲ
で本八戸Ӻを発ち、ࡻӺで߱りて歩き࢝め、
1��LN ઌの大ऄӺからまた八戸ઢに৐ってؼっ
てくる。࣍ճは大ऄӺまで৐り、1��LN ઌの॓
戸Ӻからؼるʜを܁りฦすई取஬ํࣜである。
ԕくなる΄ど現地に౸着する࣌ؒが஗くなるの
で、歩ける࣌ؒが必વ的にগなくなってくる。
八戸から཭れるにैってテントやϗテルにധま
り、ཌ日௨しで歩くこともあった。Ԇ΂ 1� 日ؒ、
潮風にਧかれ、ෲにζζーンとڹく೾のࡅける
Իを聞きながら、ٶ古市まで ����LN を歩き௨
した。

ウϛωコのൟ৩で༗名な෥ౡを起点として、
ւൈ � メートルのߴ山২෺܈、��LN もの࠭඿、
দのฒ໦道からछࠩのఱવࣳ生地へと༏しいࠇ
৭が続く。しかし、三陸ւ岸北෦はւ岸ઢがܠ

ོ起して೾によりਁ৯され、ͦの後Տ川のਁ৯
によってܗ੒された地ܗであるため、ΰπΰπ
としたؠ場がओ体だ。ؠ手ݝの北山崎やӏの૥
அ֑に୅දされる֩心෦では、அ֑ઈนとෳࡶ
な入りߐが続く。ͦのためւ岸ઢに沿ったトレ
イルはඌࠜから୔に向かって急な山道をԼって
ւ岸に着き、また௚͙急ࡔを上って元のඪߴに
ୡする行動を܁りฦす。ւのΞルϓスとݺばれ
るॴҎだ。ਓがॅめるところは、ւ岸ઢから一
ஈߴいஈٰかઔ状地でもઔԝにݶられる。立地
৚݅がѱいのに、あちらこちらにਓՈがݐって
いるのはڻきだ。

ೆԼするにつれ、ੴൾがଟくみられるように
なってきた（ࠃ౔地理Ӄのʰ自વ災֐఻ঝൾʱ
界地震のଟ発地ଳڥর）。この地域はϓレートࢀ
だ。大きな地震は௡೾を൐いਓՈをऻう。明治
�� 年、ত和 � 年の大௡೾被֐のࠟ੻と܇ڭとを
後ੈに఻えるものがଟく、ʮ෦མϊށ਺ϋࡾेࡾ
ށ਺ೋेࣣށೋΞϦɺྲྀࣦηγेࡾೋඦޱਓށ
ྲྀࣦਓһඦೋेࡾʯʮޙࠓएγڧ਒໐ಈΞϧΧ��
Ҫ水ւ水ෆ࣌χࠩҾεϧΨ೗Ωҟঢ়Ξϧ৔߹ϋ��
༉அφΫߴॴχආ೉ηϥϨϯίτϮʯʮډॅ͖ߴ
͸ࣇ��ଙͷ和ָ��૝΁ࢂՒͷ��େ௡࿘ࠑ��ॲΑΓ
Լʹ�ՈΛͯݐΔͳʯなどとある。東日本大震災
のه೦ൾもある。ʮࠑॲΑΓԼʹ��ՈΛͯݐΔͳʯ
の܇ڭは๨れڈられたのであろうか。ߥྋとし
た風ܠのॴどころに震災Ҩߏとしてのϗテルや
防潮అが࢒されている。さらにはߴい防潮అも
ઃされていて、໺ాଜではݐ 5�1�14���N にもୡ
する。東日本大震災水道復興支援連絡協議会の
一員として三陸沿岸自治体の水道復興にかか
わってきた自෼にとって、水道施ઃの復چが΄
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΅ୡ੒されたことに҆ూはしている。一ํで、
ॅຽの被災地からの཭൓がみられ、給水ྔが計
画給水ྔと大きくかけ཭れている現࣮を目のあ
たりにすると、今後予想される自વ災֐のن໛
によっては復چのࡏりํもҧってきていいので
はないかとߟえるようになってきた。

山のࣼ໘を։࡟した෯一ؒ΄どのਅっす͙な
道が現れた。こΜな山Ԟに௝しいなと歩を進め
ると、道のਅΜ中にエΞーൈきหのϚンϗール
を発見した。「ϔーΣ、こΜなॴを௨しているの
か。Ոは਺ݢしか見当たらなかったが」とࢥう。
。古市はా࿝ொ、新ཬଜ、川Ҫଜと߹ซしたٶ
ͦして令和 � 年 4 月に 1� 全ての؆қ水道とࣣつ
の生׆用水ڙ給施ઃを上水道に౷߹した。౷߹
した؆қ水道と生׆用水ڙ給施ઃの給水۠域で
は、ै前どおりの施ઃを࢖って給水していると
いう。؆қ水道事業の౷߹によってԿがどのよ
うに変わったのだろう。ॅຽの水に対する҆心
度は格ஈに上がった一ํで、ٶ古市にとって技
術的、経ࡁ的ෛ୲は計り஌れないものがあると
༰қに想૾できる。水道事業の経Ӧのありํは、
財੓ऩ支をୈ一ٛにするのではなく、ͦこにॅ
Ήਓの࠷大幸෱とはԿかを基盤とし、資金のや
りくり、経Ӧޮ཰の向上をਤってӡӦすること
が重要である。Ϛンϗールを見て、経Ӧのࠔ೉
を๊えながらも、ͦこに水道事業の໋࢖がある
からというメッセーδをしっかりと受け止める
ことが出དྷた。
のඪࣝがある。ӫཆ෺࣭をఏ「つき保҆ྛڕ」

する৿はւの࿀ਓであり、෋山にはʰ໦一本ڙ
はϒリઍ本ʱという格言もある。この地にはઌ
ॅຽ଒としてΞイψຽ଒がॅΜでいたことであ
ろう。Ξイψのਓ々が生׆していた࣌୅から、
自વとڞ生する生׆がӦ々と続いてきたことが
༰қに想૾される。Ξッϓμウンが連続するト
レイルを歩いている࠷中に、ྈの前にసがって
いたϚϚチϟリにポッとඈび৐ってؼ省したֶ

生࣌୅をࢥい出していた。長ສ෦から౉ౡ൒ౡ
の੢ւ岸に出てೆԼしたが、みちのくトレイル
と同じような地ܗで、上がってはԼり、Լりて
は上がる࠭ར道をひたすらϖμルを૨いでい
た。ͦしてどこでも֑にへばりつくようなශし
いՈがࡏࢄするޫܠに出会ったものだ。ͦの࣌

「なΜでこΜなॴにॅみ続けるのだろう、֗に
引っӽしたらʜ」とࢥったものだ。でも、水の
あるところにਓがॅみ、ਓが集まって集落を
される集落もغしてഇׇރがݯってきた。水࡞
あるが、ਓؒは水道を引く術を覚えた。ॅډに
適さないところにも水道が引かれるようになっ
た。こΜなにॅڥ؀がݫしく、地震だけでなく
風水֐の災೉にさらされる機会も૿えたという
のにਓがॅΜでいる。ॅΉのにࠔ೉だからҠస
したらʜとは言えない。ਓがॅΜでいるから水
道を整備する。この事が原点なのであろう。
「このトレイルを歩く意ຯはԿだろう。ٶ古ま

でであれば、ंで三陸復興道࿏ 13��LN を 1 ࣌
ؒ൒でདྷられるものを」という後չの೦は自વ
とফえࣦせ、東日本大震災の大被֐を被っても、
どっこい生きているਓのӦみがある、歩みが஗
くとも࣮֬に復興しているのだというࢥいと、
も生きているという࣮感がϑπϑπと෸きあࢲ
がってくるのを覚えた。

岩手県༸野ொに͋る「ত࿨8年௡೾ه೦ൾ」
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コロナ禍にあっても給水装置工事の継続は必要不可欠であり、֤地の水道事業体で

は、ैདྷは対໘で行っていた給水装置工事の申請等の窓口業務について、郵送での申

請受付や、電子申請を導入・拡大するなどの対応がਤられている。

本特集では、新型コロナウイルス感染঱の感染拡大に備えた取組み、コロナ禍前と

後の体制等の変化、現場でのコロナ対応（郵送等での申請受付や電子申請の導入等）、

独自の予防策など、川崎市と名古屋市におけるコロナ禍における給水装置に関する窓

口業務の対応事ྫを紹介する。

特集
コロナ禍での水道事業体に
おける給水装置工事に関する
窓口業務の対応と現状
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઒࡚ࢢに͓͚Δڅ水૷ஔ૭ۀޱ຿ͷ
ίϩφՒ΁ͷରԠͱऔ૊Έ

઒্࡚ࢢԼਫಓڅہਫ૷ஔ՝
ɹ༟ೋޱߐਫ૷ஔ՝௕ɹڅ

1ɽ�ίϩφՒʹ൐͏৽͍͠ੜ༷ࣜ׆Λ�
౿·͑ͨຊࢢͷऔ૊

本市では、令和3年度に「川崎市%9ਪ進ϓ
ϥン」を策ఆし、σδタル技術とσータを׆用
して「୭でも、どこでも、ศརに」行੓αーϏ
スをར用することができるσδタル市໾ॴの࣮
現に向けた施策をਪ進するものとしています

（ਤࢀ�র）。
なお、本ϓϥンにઌ立ち、令和�年度からコ

ロナ禍に൐う新しい生׆様ࣜを౿まえた行੓σ

δタル化の取組を全ி的に進めています。これ
により、非઀৮を೦頭においた市ຽαーϏスへ
のస׵に向けてスϐーυ感をもって進めるた
め、これまでに申請ॻ等へのԡҹの原ଇഇ止、
市)1への"*チϟットϘットシステムٴび؆қ
な電子申請πールの導入を行い、行੓手続きの
Φンϥイン化を順࣍進めるとともに、令和4年
度には本市電子申請システムを再ߏஙして全て
の行੓手続きを原ଇΦンϥイン化する計画とし
ています。

ਤ̍ɹ川࡚市%9ਪਐϓランの֓ཁ
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また、Φンϥイン会議やϖーύーレス化、ࢴ
の整備をਤるなどி಺のڥ減、テレϫーΫ؀࡟
σδタル化をซせて進めています。

2ɽڅ水૷ஔ૭ۀޱ຿ͷίϩφରԠ
本市の給水装置に関する窓口は、ࢦఆ給水装

置工事事業ऀ（ҎԼ「ࢦఆ事業ऀ」という。）に
関するものは給水装置課、給水装置工事の施行
び給水装置に関するものは市಺3つのαーϏٴ
スセンターが୲当しています。また、֤事業ॴ
ともに給水装置৘ใఏڙ窓口をซઃし、དྷிऀ
に対して֤छ手続きや૬ஊ等のαーϏスをఏڙ
しています（දࢀ�র）。

֤事業ॴのコロナ禍への対応は、事業ॴ಺の
感染防止対策のపఈとともに、緊急事態宣言や
まΜԆ防止ા置の適用࣌は、窓口業務に必要な
ਓ員を֬保しつつ、ࡏ୐ۈ務等のར用ଅ進によ
り৬員の出ۈ཈制をਤり、業務継続の֬保に౒

めています。ར用ऀに対しては、਎෼֬ೝが必
要なものを除き、郵送によるॻ໘ఏ出を可とす
る等のॊೈな対応を行っているところです。

また、給水装置関連手続きのΦンϥイン化に
ついては、ݸਓ৘ใ保ޢやҕ೚に関するॻ໘は
自ॺを原ଇとすることによりԡҹを原ଇഇ止
し、؆қな電子申請πールによりΦンϥイン化
が可ೳなࢦఆ事業ऀのࢦఆ申請等1�߲目の申請
ϑΥームを上Լ水道1(ہ上にެ։し、令和3年
11月から電子申請の受付を։࢝しました。なお、
給水装置工事の申ࠐみや給水装置৘ใఏڙ・Ӿ
ཡ等の手続きは、本市電子申請システム再ߏங
後にΦンϥイン化する予ఆです。

3ɽޙࠓͷ՝୊ͱల։
本市では、前ड़の対応とซせて、Φンϥイン

化後における課題をݕ౼しているところです。
まͣは、Φンϥインによる申請࣮੷ですが、図１ ᕝᓮᕷ DX ᥎㐍プࣛンのᴫ要

⾲㸯� 給水⿦⨨࡟ಀࡿ❆ཱྀ業ົయไ�

  ͤ各種ኚ更ཬびᣦ定ᗫṆ➼の⏦ㄳをྵむ。
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ද �ɹ給水装置に係る૭ޱ業຿体੍

図１ ᕝᓮᕷ DX ᥎㐍プࣛンのᴫ要
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ද 2ɹオンライン化ޙのిࢠਃ੥ड෇ঢ়گ（ྩ࿨ 4年 2݄ 28 ೔࣌఺）
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本市から申請ऀにΦンϥインར用を要請したࢦ
ఆ事業ऀのࢦఆ・ߋ新等の申請においてもར用
཰が4���ˋにཹまっています（ද2ࢀর）。給水
装置関連の手続きは、ࢦఆ事業ऀがओ体であり、
ਓ事業ओもଟいݸが整わない中খ企業やڥ5؀*
ため、Φンϥインによる申請がఆ着するまでは、
ͦの༗用性の13を継続的に࣮施する等のར用
ଅ進対策が必要となります。

࣍に現ࡏの取組は、窓口αーϏスの非઀৮化
を࠷༏ઌに進めており、申請σータの༗ޮར用
がਤれていませΜ。今後、業務ޮ཰の向上をਤ
るためには、電子申請システムと業務ܥシステ
ムとのσータ連ܞが必要となります。

࣍に窓口業務は、Φンϥインによる申請をඪ
४化することにより、৬員のテレϫーΫ対৅業
務を拡大できる可ೳ性があるとߟえています。
ͦの൓໘、本市では、ݸਓ৘ใ保ޢの؍点から、
システムܥਓ৘ใを大ྔに保༗している業務ݸ
のி֎ڥ؀によるར用を制ݶしているため、ޮ

Ռ的な業務手法の֬立が必要となります。
Ҏ上の課題を解ফすることにより、ಧ出等の

受付からͦのॲ理にࢸるまでの窓口業務全体の
σδタル化が可ೳになるとߟえています。

4ɽ͓ΘΓʹ
窓口業務は、コロナ禍をܖ機とした「σδタ

ル化」という大きな変ֵの࣌ظを迎えています。
本市においては、今後も引き続き、行੓手続

きのΦンϥイン化やΩϟッシϡレス化などσδ
タルϑΝーストの行੓αーϏスのఏڙやテレ
ϫーΫのਪ進などி಺のσδタル化を進め、給
水装置窓口業務におけるお٬さまαーϏスの向
上をਤっていくॴ存です。

また、֤水道事業体におかれましても、より
良い窓口αーϏスのఏڙに向けた新たな*$5׆
用や様々な施策がਪ進されているものとࢥいま
す。本市の取組がߟࢀとなりましたら幸いです。図１ ᕝᓮᕷ DX ᥎㐍プࣛンのᴫ要
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に͓͚ΔہԼ水道্ࢢ԰ݹ໊
ίϩφՒͰͷڅ水૷ஔؔࣄ޻࿈ͷ
૭ۀޱ຿΁ͷରԠにつ͍ͯ

෦ۀӦຊ෦ӦܦɹہԼਫಓ্ࢢ԰ݹ໊
ഉਫઃඋ՝௕ɹ໼໺ɹɹमڅ

1ɽ�໊ �Δؔ͢ʹࣄ޻水૷ஔڅͷࢢ԰ݹ
຿ۀޱঢ়ͱ૭ݱ

本市はѪ஌ݝの北੢෦にҐ置し、水ݯである
໦ી川のܙまれた水࣭を׆かしつつ、҆全でお
いしい水道水を໿�4�ສਓにڙ給しております。
また、本市の給水戸਺は໿134ສ戸に上り、ࢦ
ఆ給水装置工事事業 （ऀҎԼ「工事ళ」という。）
を௨して、給水装置工事の申請が年ؒ1ສ�ઍ݅
ఔ度あります。ͦの工事ن໛に応じて本ிٴび
市಺�つのӦ業ॴ等にて事前協議、申請受付や
ͦの後のॻྨの受け౉しなどの窓口業務を行っ
ています。Ճえて不動࢈関܎業ऀや工事ళのํ
のຒઃ管র会も窓口業務として行っています。
なお、本市給水装置工事の施行制度の特৭とし

て、ѹ౗的গ਺೿になりましたがެ道Լの給水
装置工事は本市が施行するため（ਤ�）、給水装
置工事申請ऀに工事අ用を௚઀請ٻし、お支෷
いいただいています。
2ɽڅ�水૷ஔࣄ޻ʹؔ͢Δײછ঱֦େ�
๷ࢭͷͨΊͷऔΓ૊Έ

本ߘ執筆࣌点でいわΏるコロナ禍になって໿
�年が経過しますが、これまでのؒに給水装置
工事に関連し感染঱拡大を防止するために取り
組Μだ事ྫをご紹介します。

（�）工事අֹ֓ࢉのඇର໘Ͱのఏࣔ
給水装置工事の申請にઌ立って、ެ道Լの給

水装置工事අ用のֹ֓ࢉを֬ೝしたい場߹に

名古屋市上下水道局におけるコロナ禍での給水装置工事関連の窓口業務への対応

について 

名ྂᒇᕷୖୗ水道ᒁ ⤒Ⴀᮏ部Ⴀ業部 給᤼水タഛㄢ㛗 ▮㔝 ಟ

1. 名古屋市の給水装置工事に関する現状と窓口業務 

本市は愛知県の北西部に位置し、水源である木曽川の恵まれた水質を活かしつつ、

安全でおいしい水道水を約２４５万人に供給しております。また、本市の給水戸数は約１３

４万戸に上り、指定給水装置工事事業者（以下「工事店」という。）を通して、給水装置工

事の申請が年間１万５千件程度あります。その工事規模に応じて本庁及び市内７つの営

業所等にて事前協議、申請受付やその後の書類の受け渡しなどの窓口業務を行ってい

ます。加えて不動産関係業者や工事店の方の埋設管照会も窓口業務として行っていま

す。なお、本市給水装置工事の施行制度の特色として、圧倒的少数派になりましたが公

道下の給水装置工事は本市が施行するため（図１）、給水装置工事申請者に工事費用を

直接請求し、お支払いいただいています。 

図１ 本市における給水装置工事施行範囲 

2. 給水装置工事に関する感染症拡大防止のための取り組み 

 本稿執筆時点でいわゆるコロナ禍になって約２年が経過しますが、これまでの間に給水

装置工事に関連し感染症拡大を防止するために取り組んだ事例をご紹介します。 

(1) 工事費概算額の非対面での提示 

給水装置工事の申請に先立って、公道下の給水装置工事費用の概算額を確認

したい場合には、対面でのやり取りを必須としていました。しかし、令和２年４月に愛

知県下に緊急事態宣言が発出されたことを受け、接触機会の低減を図ることを目的

として、位置図や計画図面などの書類を担当部署にＦＡＸで送信してもらい、後日担

当者より概算額を電話で連絡するという取り組みを始めました。この取り組みにより接

触機会の低減とともに、窓口での混雑緩和にも一役買うことができました。また、この

半年後にはより円滑な運用を目指し工事店の皆さま向けに所定の様式を定め、現在

公私境界

水道本管

メータボックス

給水栓

止水栓

Ｍ
水道メータ

給水管

公道 屋内

本市施行

（本市契約業者が工事施行）

ਤ �ɹຊ市に͓͚る給水装置工事ൣߦࢪғ
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は、対໘でのやり取りを必ਢとしていました。
しかし、令和�年4月にѪ஌ݝԼに緊急事態宣言
が発出されたことを受け、઀৮機会の௿減をਤ
ることを目的として、工事ళのօさまよりҐ置
ਤや計画ਤ໘などのॻྨを୲当෦ॺに'"9で送
৴してもらい、後日୲当ऀよりֹ֓ࢉを電࿩で
連絡するという取り組みを࢝めました。この取
り組みにより઀৮機会の௿減とともに、窓口で
のࠞࡶ؇和にも一໾ങうことができました。ま
た、この൒年後にはよりԁ׈なӡ用を目ࢦし工
事ళのօさま向けにॴఆの様ࣜをఆめ、現ࡏに

。るまでӡ用を継続しておりますࢸ

（2）ຒ設管৘ใのインターωοト公։
こちらはコロナ禍に୺を発するものではあり

ませΜが、感染拡大リスΫ௿減の一ཌྷを୲って
いる事ྫとしてご紹介します。本市においては、
上Լ水道管に関するਤ໘を取ಘするためには窓
口にདྷॴする必要がありましたが、お٬さま
αーϏスの向上と৬員のෛ୲ܰ減を目的に令和
3年4月よりインターωット上で上Լ水道管のਤ
໘が取ಘ可ೳとなる「なごや上Լ水道ຒ管まっ

宅 地 建 物 取 引 業 者
不 動 産 鑑 定 業 者
建 築 士 事 務 所
名古屋市指定工事店

のみなさまへ

会社のパソコンと会社のE-mailを使用して
上下水道管の図面が取得できるようになりました。

STEP1 STEP2

STEP3 STEP4

会社のパソコンで仮登録申請

E-mail
E-mail or 郵送
で本登録申請

E-mail

本登録完了連絡受信

E-mail

上下水道管の図面の取得

・登録は個人単位ではなく、事務所単位となります（支店等の従たる事務所については別で登録が可能です）。

・本登録申請時には各業種を証明する書類が必要になります。

・STEP2の後に当局で行う本登録作業には時間がかかる場合があります。

・フリーメールアドレスではご利用になれません。

・なごや上下水道埋管まっぷを利用するまでの詳細な流れは仮登録申請前に必ずご確認ください。

・なごや上下水道埋管まっぷを利用するためには利用規約に同意する必要があります。

・なごや上下水道埋管まっぷの利用は無料ですが、申請に必要な書類の準備費用などはお客さまの負担となります。

・なごや上下水道埋管まっぷで提供する情報はその内容を保証するものではないため、利用にあたっては必ず現地をご確認ください。

詳しくは『なごや上下水道埋管まっぷ』で検索してください。

上下水道局

2022.3作成

https://maikan.water.city.nagoya.jp/PJEX/

E-mail
or

ɹຒ管·ͬ΀13チラγߟࢀ
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΀」のӡ用を։࢝しました。このຒ管まっ΀は
ਤ2にࣔすようにར用にઌ立ち事前ొ࿥は必要
になりますが、不動࢈関܎業ऀや工事ళのօさ
まの事務ॴで上Լ水道管のਤ໘を取ಘできるた
め、窓口での઀৮機会を௿減することができま
す。

ӡ用։࢝後はਤ3にࣔすように窓口でのਤ໘
ෳࣸ݅਺が減গにసじております。また、ຒ管
まっ΀のొ࿥ऀ਺は継続して૿Ճしているた
め、今後のߋなるޮՌにظ଴をしております。

（3）ର໘࣌のリスクܰݮ
前ड़の事ྫのように઀৮機会の௿減に取り組

Μでおりますが、࣍は給水装置工事を進めて行
く中で、対໘でのやり取りを必要とする場߹の
対策となります。このコロナ禍における感染拡
大防止策としては௝しいことではありませΜ
が、お٬さまと対໘になる場ॴではඈລ防止対
策のためにΞΫリル൘やϏχールカーテンをઃ
置するとڞに、適ٓΞルコールফಟを行ってい
ます。

に⮳るまで運用を⥅⥆しております。 

(2) 埋設管᝟ሗの䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖公㛤 

こ䛱らはコロナ禍に➃を発するものではありま䛫んが、感染拡大䝸䝇䜽低減の一⩼

を担っている事例としてご紹介します。本市においては、上下水道管に関する図面

を取ᚓするためには窓口に᮶所する必せがありましたが、おᐈさま䝃䞊䝡䝇の向上と

⫋ဨの㈇担㍍減を目的に令和３年４月より䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖上で上下水道管の図面が

取ᚓྍ⬟となる「なごや上下水道埋管まっ䜇」の運用を㛤始しました。この埋管まっ

䜇は図２に示すように฼用に先立䛱事前Ⓩ㘓は必せになりますが、不動産関係業者

や工事店の皆さまの事務所で上下水道管の図面を取ᚓできるため、窓口での接触

機会を低減することができます。 

図２ なごや上下水道埋管まっ䜇฼用䝣ロ䞊図 

運用㛤始後は図３に示すように窓口での図面」෗件数が減少に㌿じております。

また、埋管まっ䜇のⓏ㘓者数は⥅⥆してቑ加しているため、௒後の᭦なるຠᯝにᮇ

ᚅをしております。 

図３ 窓口における図面」෗件数 
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ਤ 3ɹ૭ޱに͓͚るਤ໘ෳࣸ݅਺

に⮳るまで運用を⥅⥆しております。 

(2) 埋設管᝟ሗの䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖公㛤 

こ䛱らはコロナ禍に➃を発するものではありま䛫んが、感染拡大䝸䝇䜽低減の一⩼

を担っている事例としてご紹介します。本市においては、上下水道管に関する図面

を取ᚓするためには窓口に᮶所する必せがありましたが、おᐈさま䝃䞊䝡䝇の向上と

⫋ဨの㈇担㍍減を目的に令和３年４月より䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖上で上下水道管の図面が

取ᚓྍ⬟となる「なごや上下水道埋管まっ䜇」の運用を㛤始しました。この埋管まっ

䜇は図２に示すように฼用に先立䛱事前Ⓩ㘓は必せになりますが、不動産関係業者

や工事店の皆さまの事務所で上下水道管の図面を取ᚓできるため、窓口での接触

機会を低減することができます。 

図２ なごや上下水道埋管まっ䜇฼用䝣ロ䞊図 

運用㛤始後は図３に示すように窓口での図面」෗件数が減少に㌿じております。

また、埋管まっ䜇のⓏ㘓者数は⥅⥆してቑ加しているため、௒後の᭦なるຠᯝにᮇ

ᚅをしております。 

図３ 窓口における図面」෗件数 
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ਤ 2ɹͳ͝΍上下水道ຒ管·ͬ΀ར用ϑϩーਤ
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3ɽ͞ΒͳΔํࡦͷݕ౼
コロナ禍における感染঱拡大防止対策にՃえ

て、%9のਪ進がٻめられているこのご࣌ੈに
おいては、給水装置工事の電子申請のݕ౼や導
入を進められている自治体もଟいかとࢥいます
が、本市もͦのྫ֎ではありませΜ。また、窓
口であるӦ業ॴの再ฤも進めていることから、
申請にདྷられる工事ళのօさまのརศ性向上も
急務となっています。一ํで電子申請の導入は、
本市では前ೲとなっている৹ࠪ手਺料のೲ入ํ
法をはじめ৹ࠪから工事完ྃまでの事務ϓロセ
スを大きく見௚す必要があります。๯頭でも;
れたように本市では年ؒに໿1ສ�ઍ݅の給水装
置工事申請があるとともに、給水装置工事と一
体となるഉ水ઃ備工事申請も1ສ݅ऑあり、電

子申請の導入が༩えるӨڹはখさくないとߟえ
ています。ͦのため、ࢲたち水道事業ऀだけで
なく工事にܞわる工事ళのօさまにも࢖いやす
い電子申請システムのߏஙを目ࢦしていきま
す。

4ɽ࣋ଓՄೳͳۀࣄӡӦΛ໨ͯ͠ࢦ
਺年前では想૾すらできなかったコロナとい

う感染঱がຮԆしている状گԼでも、市ຽ生׆
を支えている給水装置工事は継続が必要不可欠
な事業であります。コロナ禍にऴわりは見えな
いため、本意ではありませΜが引き続き感染防
止対策に取り組み、事業を継続していきたいと
後になりますが、本市の取࠷。えておりますߟ
り組みがগしでもօさまの事業のߟࢀになれば
幸いであります。
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⑦熊本市

熊本市水道事ۀのྺ࢙と֓ཁ、
ۙ೥のओཁͳऔ組Έ

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

熊本市্Լਫಓ事ۀ管理ऀ

ాத　ཅↃ

1ɽ۽ຊࢢ水ಓͷྺ࢙ͱ֓ۀࣄཁ

本市は、古くから「水の౎」とよばれるように、
水ڥ؀にܙまれた౎市であり、水道用水の全て
を地Լ水で࿫っています。水道のऄ口をひͶれ
ば、おいしいఱવ水が出る、ͦΜな฻らしが۽
本にはあります。本市のようなਓ口��ສਓҎ上
の౎市で水道水ݯの全てを地Լ水で࿫っている
ところは全ࠃでもଞにྫがありませΜ。

本市の水道事業は、1��4年11月��日に古く
から༙水で஌られる八ܠ水୩を水ݯ地とし、ۙ
ྡの立ా山を഑水஑として給水を։࢝しまし
た。։࢝Ҏདྷ、ਓ口の૿Ճや࢈業のৼ興など本
市の発లとともに水道施ઃを拡ॆしてきまし
た。૑業当࣌、給水ਓ口�6
���ਓ、ීٴ཰
1��6ˋ、഑水ೳྗ�4
���ὗであった事業ن໛は、
令和��年度末には給水ਓ口���
616ਓ、ීٴ཰
�6�1ˋとなっています。現ࡏは市಺に��本のҪ
戸があり、一日平ۉ໿���
���ὗの水道水を市಺
一ԁに഑水しています。

2ɽ۽ຊࢢ水ಓΛऔΓ͘ר՝୊

ۙ年の水道事業を取り巻くڥ؀は、ਓ口減গ
や節水機ثのߴ性ೳ化により料金ऩ入が減গ܏
向にある一ํで、ত和4�年୅後൒から平੒初ظ
にかけて大ྔに整備した施ઃの࿝ٺ化が進行し
ており、今後急଎にߋ新ध要が૿Ճすること、
৬員਺が減গする中での技術継ঝなど様々な課
題に௚໘しています。

3ɽ՝୊ղܾʹ͚ۙͨ޲年ͷओཁͳऔ૊Έ

では、令和�年3月、কདྷにہ本市上Լ水道۽
わたって上࣭な上Լ水道αーϏスをఏڙし続け
るために、上Լ水道事業を取り巻くڥ؀の変化
を౿まえた上Լ水道事業の目ࢦすকདྷ૾と今後
1�年ؒの基本ํ਑等をࣔした「۽本市上Լ水道

ࣸਅô�ɹ立田ࢁૹ水管෍設工事（大ਖ਼ظ）

ࣸਅô2ɹߋ৽લとߋ৽ޙの井ށ
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事業経Ӧઓུ（ҎԼ、経Ӧઓུという。）」を策
ఆしました。ซせて、経Ӧઓུを࣮現・۩体化
するために水道施ઃの「適切なҡ持管理と計画
的な整備」「災֐に強い上水道の֬立」「ڥ؀ෛ
ՙ௿減策のਪ進」をਤることを目的とし、「水道
施ઃߋ新計画」を策ఆしました。水道施ઃߋ新
計画では、ΞセットϚωδメント手法の׆用に
よるߋ新事業අの平४化をਤりながら、水道施
ઃの計画的なߋ新や଱震化をਪ進しています。

4ɽޙࠓͷల։

本市は、経Ӧઓུに͛ܝた理೦、কདྷ૾、基
本ํ਑の࣮現に向けてͦれͧれの計画に取り組

み、কདྷにわたり良࣭な地Լ水を҆全な水道水
として市ຽのօさまにおಧけします。また、良
水॥؀をकりະདྷへつな͛ていく・ڥな水؀޷
ため、上Լ水道の強ਟ化を進めるとともに経Ӧ
基盤をより強ݻなものにし、市ຽのօさまのࢹ
点に立った事業ӡӦに取り組Μでまいります。
さらに、*P5技術・"*・Ϗッάσータなどֵ新
的な新技術の׆用、4%(T（持続可ೳな։発目ඪ）
の؍点から୤୸ૉࣾ会࣮現に向けた電ྗফඅྔ
の࡟減と再生可ೳエωルΪーの導入など、変化
するࣾ会的なχーζに的֬に対応してまいりま
す。

1ɽ͸͡Ίʹ

では、কདྷにわたって上࣭ہ本市上Լ水道۽
な上Լ水道αーϏスをఏڙし続けるため、「۽本
市上Լ水道事業経Ӧઓ （ུ3�ʙ311）」を策ఆし、
事業を取り巻くڥ؀の変化を౿まえて上Լ水道
事業の目ࢦすকདྷ૾と今後1�年ؒの基本ํ਑等
をࣔしています。

この基本ํ਑には、۽本地震の経ݧを౿まえ、
「災֐に強い上Լ水道の֬立」を͛ܝておりま
す。

今ճは、前ड़した基本ํ਑における「災࣌֐
対応ೳྗの強化」について、۽本市管工事協同
組߹との連ܞ事業と߹わせてご紹介いたします。

2ɽ令和4年౓څ水૷ஔʹؔ࿈͢Δۀࣄ

（�）খن໛ஷ水૧水道਍அ業຿
ஷ水૧水道のうち、؆қઐ用水道（受水૧の

༗ޮ༰ྔが1�ὗを௒えるもの）のઃ置ऀは、ै
དྷどおり水道法のఆめる管理を行い、ࠪݕを受
けなければなりませΜが、水道法ٴびݐங෺に
おけるӴ生的ڥ؀の֬保に関する法཯のن制を
受けていないখن໛ஷ水૧水道施ઃ（༗ޮ༰ྔ
1�ὗҎԼ）は、ઃ置ऀが自ओ管理を行うことと
なります。

本市では、খن໛ஷ水૧水道のઃ置ऀに対し
ても「۽本市খن໛受水૧水道ٴびҿ用Ҫ戸の
Ӵ生管理に関するࢦ導要ߝ」に基ͮき、ࢦ導、
助言ٴびࠂקを行うこととしております。

当֘業務に関しては、ެӹ財団法ਓɹ۽本市

熊本市に͓ る͚څ水૷ஔにؔ る͢
施策について

熊本市্Լਫಓہ૯຿෦長

ຟా　Ұ࿠
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上Լ水道αーϏスެࣾが、ҡ持管理に関するܒ
発ύンϑレット（ਤô�）の送付、現地施ઃのௐࠪ、
施ઃのແ料਍அを行い、Ӵ生໘向上に関する適
正なҡ持管理ٴび҆全でおいしい水をڙ給する
ための支援・ܒ発を行っております。

4年を1पظとして市಺全域を対৅に࣮施して
おり、令和4（����）年度は、໿���݅のௐࠪ・
。導を行う予ఆですࢦ

（2）ஷ水機能෇給水管研修業຿
ଌ࢙上初めての�度؍ࠃ本地震では、わが۽

にわたる震度�Ϋϥスの大地震や43��ճを௒え
る༨震が発生し、ආ೉ऀ਺は۽本市಺だけで࠷
大11ສਓにもୡしました。

上Լ水道では、市಺全域໿3�ສ6ઍ戸がஅ水、
一ࠁも早くଟくの給水ॴを։ઃすることが必要
でありましたが、当࣌の応急給水体制で対応す
ることはࠔ೉をۃめました。࠷ऴ的にਓ的・෺
的にもݶ界の33かॴの給水ڌ点をઃけました
が、ͦれでもઈ対਺は不଍していました。Ճえ
て給水ंのॆ水ڌ点が݈܉水ݯ地1かॴしかな
く、Ճえて道࿏ؕ຅やོ起などのӨڹもあり、
大ौ଺が発生しҠ動に࣌ؒを要してしまいまし
た。

これらの課題・൓省を౿まえ、応急給水のਝ
଎かつޮ཰化をਤるため、ආ೉ॴとなるখ・中
にઃ置された「ஷ水機ೳ付給水管」を༏ઌߍֶ
的に׆用することとしました（ࣸਅô�ɾਤô2）。

このஷ水機ೳ付給水管は、災࣌֐に給水タン
Ϋとして׆用可ೳとなるため、ආ೉ॴӡӦҕ員
会等に対し、ͦの機ೳ、ઃ置ٴびར用等に関す
るݚमを࣮施し、ซせて、防災意ࣝのߴ༲に取
り組Μでおります。

当֘業務についても、ެӹ財団法ਓɹ۽本市
上Լ水道αーϏスެࣾが、ݚमࢀՃऀに対し、
ஷ水機ೳ付給水管のߏ଄、໾ׂ等を説明し、࣮
び水Ґ計用ಁ明ϗースの取ٴに給水ખの઀続ࡍ
り付け等の࡞業をしてもらい、ซせて応急給水
ॴのӡӦํ法について説明を行っております。

このݚमでは、水の非常用備஝等を行うなど、
日ࠒからの防災意ࣝの必要性についてのܒ発も
行うこととし、ݚमの࠷後には、ࢀՃऀに対し、
मに関するΞンέートを࣮施し、今後のӡӦݚ
に൓өさせております。

また、޿域ආ೉ॴや一࣌ආ೉ॴには、৬員が
ආ೉ॴ୲当৬員として഑置されており、当֘৬
員に対しૢ࡞等について説明やݚमを行ってお
りますが、これとはผに地域防災組৫からの要
請を受け、令和3（���1）年度においては、�団
体で࣮施しており、۽本地震後、市ຽの防災へ
の関心のߴさが感じられます。

ਤô�ɹখن໛ஷ水૧水道設置者΁のൃܒύンϑレοト

ࣸਅô�ɹஷ水機能෇給水管

ਤô2ɹஷ水機能෇給水管の͠くみ



 ● Vol.23  No.2  2022. 春季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

15

3ɽۙ年ͷओͳτϐοΫ

׆に͓͚るੜ࣌֐ࡂにΑる܇ڭຊ地震の۽�（�）
用水の֬อ໰୊に͍ͭͯ

を受け、ආ೉ॴとなるখ・中܇ڭ本地震の۽
にઃ置されたஷ水機ೳ付給水管は、平࣌はߍֶ
௨常の給水管として機ೳしていますが、அ水࣌
には、ٿ体の中に4ὗの水道水がストッΫされ
るため、給水ंの୅わりをՌたすݻఆの給水ॴ
として׆用できます。これにより、給水ंはิ
給水෦ୂとして८ճして水をิ給する໾ׂにప
し、「ڞ助」のߟえを基に、֤ආ೉ॴのӡӦҕ員
会に給水׆動を୲ってもらうよう໾ׂを明֬に
しました。

令和4年3月末࣌点で、খ・中ֶߍ44ߍにઃ
置されています。

本地震前にઃ置されていたஷ水機ೳ付給水۽
管については、ऄ口1かॴしかなかったు出口
をΞタッチメントࣜП��NNに改良しました。
また、ઐ用給水ખやϗースྨの装備඼もॆ࣮さ
せるなど応急給水׆動ができるよう体制を整え
ています。

（2）৽ܕίϩナ΢イルスײછ๷ࢭରࡦに͍ͭͯ
令和�年にࠃ಺で新型コロナウイルスの感染

が֬ೝされてҎ߱、本市においても、対໘によ
る給水申しࠐみの受付について、ࢼ行ޡࡨを܁
りฦしながら感染防止に౒めてまいりました。

特に年末や年度末は、ݐங෺のしΎΜ工を߇
え、給水装置のࠪݕґཔなどのདྷہ機会が૿Ճ
し、感染リスΫがߴまる࣌ظとなっておりまし
た。ͦこで、窓口にΞΫリル൘などによる受付
カウンターでの઀৮機会の減গや、これまで、
ൟ๩ظに発生していたロϏーのࠞࡶをなくす取
り組みとして、དྷऀہ用Ҝ子をؒ引き、୅わり
にंでの଴機をおئいしております。

幸い、上Լ水道ہ಺でのΫϥスターの発生は
টいておらͣ、今後も感染状گを見ۃめ、ͦの
࣌々にϚッチした対策を࣮施してまいります。

4ɽڠࣄ޻�؅ಉ૊߹ͱ࿈ͯ͠ܞ�
͍ͯͭʹࡦࢪΔ͍ͯ͠ࢪ࣮

市ຽ生׆に欠かすことができない上Լ水道
は、平࣌は当વのことながら、災࣌֐であって

もαーϏスのఏڙが必要ですが、大ن໛災࣌֐
には、行੓による災֐対応や被災ऀ支援、いわ
Ώる「ެ助」にはݶ界があるため、地域ॅຽの
ํ々による連ܞ・協働による「ڞ助」の໾ׂが
重要になります。

ͦこで、上Լ水道ہでは、「ެ助」と「ڞ助」
を強化するため、上Լ水道ہと上Լ水道にਫ਼௨
するຽؒ事業ऀ等による新たな支援体制とし
て、令和�年1�月�1日、上Լ水道ہと۽本市管
工事協同組߹、ެӹ財団法ਓ�日本Լ水道管࿏管
理業協会ٴびެӹ財団法ਓ۽�本市上Լ水道αー
Ϗスެࣾとのؒで、Ϛンϗールトイレٴびஷ水
機ೳ付給水管のઃ置・ӡӦิ助等に関する支援
を受けるため、「災֐等発生࣌における応急対策
支援࣌֐動の協ྗに関する協ఆ」（ҎԼ、「災׆
協ఆ」という）をక݁しました（ࣸਅô2）。

この災࣌֐支援協ఆの目的は、ආ೉ॴのӡӦ
ओ体であるආ೉ॴӡӦҕ員会をϑΥローするこ
とで、ආ೉ॴをਝ଎に։ઃ、かつϥイϑϥイン
の֬保を࣮現することですが、副࣍的なޮՌと
して、3事業ऀの支援によって生まれた上Լ水
道ہ৬員のਓ的、かつ࣌ؒ的な༨༟を災֐から
の復׆چ動にॆてることをظ଴しています。こ
のように、災࣌֐支援協ఆによる支援は、ආ೉
ॴのみにとどまらͣ、災֐からの早ظ復چを支
えるものでもあるとߟえています。

しかしながら、この災࣌֐支援協ఆがे෼に
機ೳをՌたすためには、3事業ऀはもちろΜ、
ආ೉ॴӡӦҕ員会をはじめとする関܎団体との
৘ใڞ༗は欠かせませΜ。今後も֤団体とのੵ
を重Ͷていくこと׵मの࣮施や意見ަݚ的なۃ
で、よりޮՌ的な支援のࡏりํを໛ࡧしていく

ࣸਅô2ɹࢧ࣌֐ࡂԉ協定調ҹࣜ
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必要があるとߟえております。
この災࣌֐支援協ఆのక݁は、本市にとって、

新たな防災体制のスタートであるとଊえ、今後
も災֐に強いまちͮくりを目ࢦして取り組Μで
おり、特に۽本市管工事協同組߹とは上Լ水道
࡞಺にઃ置したஷ水機ೳ付給水管を用いたૢہ
Ճなど、今後ࢀ࿅への߹同܇मや地域の防災ݚ
も引き続き૬ޓ協ྗにより、༗事に備えてまい
ります（ࣸਅô3）。

5ɽޙࠓͷ՝୊ɺల։

੓෎において「σδタルࣾ会の࣮現に向けた
改ֵの基本ํ਑」がܾఆされ、目ࢦす΂きσδ
タルࣾ会のϏδϣンとして「σδタルの׆用に
より、一ਓひとりのχーζに߹ったαーϏスを
બͿことができ、ଟ様な幸せが࣮現できるࣾ会
ʙ୭一ਓ取り࢒さない、ਓに༏しいσδタル化
ʙ」がࣔされました。

このϏδϣンの࣮現のためには、ॅຽに਎ۙ
な行੓を୲う自治体の໾ׂはۃめて重要となり
ます。

本市の給水装置工事申ࠐについては、電子申
請による受付も行っておりますが、なかなかਁ
ಁせͣ、申請཰が৳び೰Μでいる状گにあり、
今後とも電子申請཰の向上に向け、さらなるप
஌・޿ใに౒めてまいります。

ࣸਅô3ɹ管工事組合ஷ水機能෇給水管ૢ作研修ঢ়گ



シリーズ

 ● Vol.23  No.2  2022. 春季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

17

1ɽ۽ຊڠࣄ޻؅ࢢಉ૊߹ͷྺ࢙ͱ֓ཁ

本市۽本市管工事協同組߹は、ত和3�年に۽
಺の水道工事ళ�6ࣾが集まり݁੒した۽本水道
工事業ऀࣾ組߹を࢝まりとする同業ऀの組߹で
す。ྺ࢙をৼりฦりますと、ত和31年に۽本市
上Լ水道ࢦہఆ工事ళのೝ可を受けてҎདྷ、ত
和31年の۽本市水道ࢦہఆ工事ళ組߹へ名শ変
に൐ߋত和36年に事業協同組߹への組৫変、ߋ
う、۽本市水道ࢦہఆ工事ళ協同組߹への名শ
変ߋ、ত和46年に現ࡏのܗである۽本市管工事
協同組߹へ名を変え現ࡏにࢸります。ͦのؒ、
平੒1�年、平੒�1年にͦれͧれެ׭ध適格組߹、
特ఆݐઃ業ڐ可を取ಘし、現ࡏは市಺一ԁでಥ
発的に発生する࿙水等の対応にあたる緊急対応
保҆業務を࢝め、給水装置資機材のڞ同ߪ入事
業、֤छ申請業務、本管連絡工事業務等を௨し
て、҆心、҆全な上水道の҆ఆڙ給に౒めてお
ります。

組߹員਺は令和4年3月現1��ࣾ、ࡏの工事ళ
にՃ入௖いておりますが、組߹員਺は、平੒1�
年の16�ࣾをϐーΫに、ྸߴ化やए手技術ऀの

不଍、経ࡁのුき௜みといったࣾ会৘੎をഎܠ
に年々減গを続け、ここ਺年はඍ૿減を܁りฦ
している状گです。こうした状گには、水道法
の改正による水道工事業ऀのӦ業ൣғやܗ態の
ଟ様化、入ࡳ制度が大きく変化してきたことも
Өڹしており、組߹員を取り巻く状گがますま
すݫしいものとなっていることを൓өしている
といえます。こうしたことを౿まえ、今後、当
組߹にٻめられる໾ׂはより一૚大きなものと
なり、当組߹としましても組߹員の҆ఆした事
業経Ӧのҡ持にݙߩすることは໪࿦、օ様に「組
߹に入っていて良かった」「組߹に入りたい」と
って௖けるような事業ӡӦをしていかなけれࢥ
ばならないとߟえている࣍ୈです。

2ɽ౰૊߹ͷऔ૊Έ

（�）組合事業
当組߹のओな事業とகしましては、大きく4

つの業務に෼けられます。
まͣ、市಺一ԁでಥ発的に発生する࿙水等に

対して୐地಺（一࣍側）・ެ道෦を໰わͣ対ॲす
る「緊急対応保҆業務」を۽本市上Լ水道ہか
ら受ୗしています。上Լ水道ہดி࣌をؚΉ�4
࣌ؒ36�日、当組߹にઃ置された保҆଴機ࣨに
緊急工事ళが଴機し、࿙水等が発生したࡍには、
組߹৬員とڞにਝ଎に現場へ急行し対ॲにあ
たっております。

平੒��年に発生した۽本地震のࡍには、市಺
全域がஅ水するという上Լ水道࢝ہまってҎ
དྷ、ະિ༗のϥイϑϥインة機にࡽされる中、
組߹としては発災௚後す͙に、ଛইした水ݯ஑
の本管म理෦ୂと応急給水෦ୂをฤ੒、ೋ手に
෼かれて不຾不ٳで対応にあたりました。本管
のम理が進み、அ水がঃ々に解ফされていく一

⑦熊本市

熊本市管工事協同組合の沿革と現状、
上下水道局と連携している施策について

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

熊本市管工事協同組合理事長

工藤　光明

管工事会館
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ํで、今度は地震によってଛইした഑水管・給
水管の࿙水がଟ発、工事ళは市ຽ生׆に欠かせ
ないϥイϑϥインのճ復と「໋の水」を一ࠁも
早く市ຽのօ様にಧけなければならないという
に全ྗをਚくしچ感のԼ、一ؙとなって復໋࢖
ました。

このࡍ、全ࠃ管工事業協同組߹連߹会（全管
連）を௨じて全ࠃから会員のօ様にۦけつけて
௖き、ଟ大なる協ྗを௖きました。օ様のご助
ྗがなければこれ΄ど早い上水道の復چは࣮現
することができませΜでした。改めて感ँ申し
上͛る࣍ୈです。

࣍に、当組߹では、給水装置に関する෦材の
ൢചを行う「ڞ同ߪ入事業」を行っております。
組߹員のօ様に対して給水装置関連෦材の҆ఆ
給をਤることで、組߹員のօ様が҆心して工ڙ
事にै事できるͮڥ؀くりに౒めています。

ͦして、当組߹3つ目の業務とகしまして、
道࿏の۷࡟を൐う「઎用申請୅行業務」があり
ます。市಺一ԁ水道工事に関する઎用申請の窓
口として、上Լ水道ہと連ܞのԼ、ԁ׈な工事
の࣮現を目ࢦしております。

޸工事に൐う「ઠذ後に、上水道本管の෼࠷

工事・ਪ進工事」をご紹介いたします。ઠ޸工
事では、طઃ഑水本管から給水管を当組߹৬員
が現場にて௚઀෼ذઠ޸工事を行います。ͦの
現場における適切な҆全管理や、施工ํ法、ࡍ
のࢦ導等、工事におけるࢦ導的໾ׂも୲ってお
ります。また、工事騒Իやഇغ෺ॲ理の໰題へ
の഑ྀや、工事に൐うަ௨事故発生等のリスΫ
௿減の為、非։࡟型のਪ進工法（たけのこϞー
ル）を導入する等、ڥ؀໰題やަ௨意ࣝのߴま
りにも対応しています。

（2）֤छߨ習会ٴͼ福རްੜ事業の実ࢪ
組߹員を対৅として、事業に関する経Ӧٴび

技術の向上ฒびに、組߹事業に関するܒ発を目
的とした֤छ講श会を࣮施しています。ຖ年、

「҆全Ӵ生講࿩」では、労働ہから講ࢣをおটき
し、๛෋な事ྫに基ͮいた事故防止・事故発生
後の対応・ॲ置について講ԋを行ってもらって
います。

また、෱ར厚生事業として、਌ກཱྀ行、新य़
լ׻ަࢺ会等、また、当組߹੨年෦が中心とな
り、ΰルϑ大会やϘウリンά大会を։࠵する等、

ฏ成 28年۽ຊ地震Ԡٸ෮׆چ動

ฏ成 28年۽ຊ地震（۽ຊ市東۠পࢁ௡）

ਪਐ工事（͚ͨの͜Ϟール）

ྩ࿨ 2年৽य़լࢺ交׻会ɹίϩナՒにΑΓ 3ɾ4年தࢭ
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組߹員同࢜の਌ກ・༥和にもྗを注いでいます。

（3）ਓࡐ育成ɾ業քの׆ൃܒ動
ઃ業界の中でも特に、管工事業界はए手ਓݐ

材の֫ಘが٤緊の課題となっております。ະだ
のイメー（ݥة・きつい・Ԛい）,ઃ業界は3ݐ
δを持たれているํもଟく、ڞࢲとகしまして
もͦうしたイメーδの෷১と࡮新をਤる必要が
あるとߟえております。ຖ年、۽本ݝ立۽本工

業ߍߴ౔໦Պのֶ生を対৅として、組߹੨年෦
を中心に、ߍߴ生に࣮ࡍの۷࡞࡟業や഑管࡞業
を体ݧしてもらうといった取り組みにもྗを入
れています。また、ຖ年市಺の৬業܇࿅ߍで։
಺でݝ、への協ྗ「ఆ会ݕ഑管技ೳ」される࠵
།一ઃ備Պのある۽本ݝ立খ川工業ߍߴで現場
見ֶ会を։࠵する等、ਓ材の発۷・ҭ੒にもੵ
。的に取り組Μでおりますۃ

また、۽本ݝओ࠵による「ߍߴ生向けݐઃ࢈
業Ψイμンス」では、本年はコロナ禍において
大ਓ਺での։࠵が೉しかったことから、当組߹
੨年෦協ྗのԼ、ߍߴ生がগしでも管工事業界
に興ຯを持ってくれるよう工夫をڽらした13
動画を࡞੒、会場からインターωットを௨じて
生に向けてެ։する等、明日のߍߴ಺の工業ݝ
管工事業の୲い手֬保に向けてܒ発׆動を続け
ています。
3ɽ�্ Լ水ಓہͱ࿈͍ͯ͠ܞΔࡦࢪʹ�
͍ͭͯ

当組߹は、前ड़のとおり、�4࣌ؒ36�日、夜 ・ؒ
せられる࿙水の௨ใد日に市ຽのօ様からٳ
や、上水道のトϥϒルに関する対応業務を受ୗ
しております。また、地震等災֐発生࣌におい
ては、۽本市上Լ水道ہとの防災協ఆに基ͮき、
࿙水やஅ水の早ظ復چに౒めているଞ、令和�
年に発生したਓ٢߽Ӎ災֐のࡍには、上Լ水道
業・応急給࡞چのԼ、応急復ܞとの緊ີな連ہ
水࡞業にै事しました。また、上Լ水道ہとڞ
同で防災܇࿅を行う等、日ࠒよりສが一の事態
に備えた防災意ࣝの向上に取り組Μでおりま
す。また、災࣌֐の非常用ஷ水タンΫとして市
಺֤ॴのখ中ֶߍにઃ置された「ஷ水機ೳ付給
水管」の点܇、ݕ࿅にもੵۃ的にࢀՃする等、
今後も上Լ水道ہとの緊ີな連ܞのԼ、市ຽの
ϥイϑϥインのकり手としての੹務をՌたして
まいります。

4ɽޙࠓͷ՝୊ʹ͍ͭͯ

組߹発଍Ҏདྷ、当組߹はز度かの災֐やن制
؇和による水道法改正、ݐઃध要の௿໎や後継
ऀ不଍といった਺々のࠔ೉に௚໘しながらも、
市ຽへの҆心・҆全な上水道ڙ給という੹務の
Լ、組߹員一ؙとなり、6�年༨の長きに౉って
今日にࢸっております。খ川工業校設උ工業Պ 2年ੜ現場આ໌会

ຊ工業高校౔໦Պ۽ 2年ੜ実習
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平੒��年に発生した۽本地震は、災֐対応の
໘で、当組߹にとって大きなస׵点となりまし
た。当࣌、全ࠃから続々とۦけつけて௖いた応
援෦ୂのօ様の受け入れや協ྗ体制の整備に
様々な課題を࢒しました。また、新型コロナウ
イルスの感染拡大によって、今後ස発すること
が予想される災࣌֐において、被災地支援と感
染拡大防止いかにして両立するかといった課題
も生まれています。

ͦしてԿより、当組߹はকདྷ的に不଍が見ࠐ
まれるए手ਓ材の֬保や技術・技ೳの継ঝを࠷

༏ઌ課題とଊえております。なぜなら、協同組
߹という組৫はͦもͦも組߹員のօ様の支えな
くしては੒り立たない組৫だからです。当組߹
としましても、今一度、組߹員あっての組߹と
いう意ࣝをࠜװにਾえた事業ӡӦに౒めるとと
もに、今後、管工事業をより一૚ັྗ的なもの
にできるよう、組߹員や上Լ水道ہのօ様と໰
題意ࣝをڞ༗しながら、管工事業にܞわりたい
とࢥうਓ材を1ਓでもଟく૿やしていく౒ྗを
重Ͷてまいります。
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水道༻ϙϦΤνϨϯ؅ۚଐܧखͷ
खҾ͖޻ࢪ

給水システム協会

1ɽ͸͡Ίʹ
ۙ年ଟ発する地震による被֐をഎܠに、֤水

道事業ऀ様では、大地震などに備えた強ਟな水
道システムをߏஙするため、水道施ઃや管࿏の
଱震化が進められています。なかでも震災࣌に
ͦの被֐のଟくを઎める給水装置の଱震化は࠷
重要課題の一つとなっており、給水装置෼໺で
も地震に強い഑管システムがٻめられています。

ެӹ財団法ਓç給水工事技術ৼ興財団様でެ
։している「東日本大震災給水装置被֐状گௐ
ࠪについて」、「۽本地震給水装置被֐状گௐࠪ
ใࠂॻ」によると、給水装置の全被݅֐਺の಺、
給水管෦の被݅֐਺の઎めるׂ߹は、両地震に
おいてͦれͧれ໿��ˋを઎めており、給水管の
管छにより被ׂ֐߹はҟなるものの、このこと
からも管ٴび継手෦の଱震強化は急務とଊえら
れます。

給水システム協会（ҎԼ、当協会）独自の給
水管࠾用状گௐࠪでは、全ࠃで޿くීٴしてい
る水道用ポリエチレン管（ҎԼ、1&管）の࢖用
཰は6�ˋと࠷もଟく、東日本大震災࣌の被֐཰
は໿6ˋ、۽本地震࣌は໿14ˋでした。ͦの಺、
地震動のӨڹが大きい「継手ൈけ」の݅਺ׂ߹
については東日本大震災࣌の被֐཰は໿1ˋ、
਺のׂ߹は֐本地震࣌は໿3ˋと、1&管の被۽
ൺֱ的௿いものの、全ࠃで࠷も޿く࢖用されて
いる෦材という؍点では、さらなる継手のൈけ

出し્止性強化の必要性がࣔࠦされるものであ
りました。

ͦこで、当協会の׆動として、଱震性をධՁ
する上での明֬な基४がແいため、଱震性ೳ基
४策ఆすることとしました。まͣ策ఆするにあ
たり、日本水道協会ن格「+88"�#�116ɹ水道
用ポリエチレン管金属継手」のߏ଄と性ೳを基
࣠とし、これにՃえて地震動ٴび地盤変状など
のෛՙに対し、管体強度Ҏ上の઀߹強度を༗す
るものとҐ置ͮけました。東日本大震災のよう
なレϕル�地震動ٴび地盤変状を受けても、઀
߹෦から管が཭୤せͣ、࿙れがなく、水のڙ給
が可ೳな状態であることを必要৚݅としまし
た。さらに、഑水管で֬立されているߟえํや、
଱震化のॾ資料を基に、性ೳ基४とͦのํݧࢼ
法をఆめることとしました。

۩体的には+88"�#�116ن格の「಑の଱ѹ
性」、「಑の気ີ性」、「引ൈ性」、「水ѹ性」、「଱
ෛѹ性」に、଱震性に関༩する「ߴ଎引ு性」、「཭
୤防止性」、「ѹॖ性」、「৳ॖ性」の଱震4߲目
を付Ճしたものです。ߴ଎引ு性ೳは管࿏にߴ
଎の引ுྗがՃわった場߹、཭୤防止性ೳは管
࿏にҠ動ڑ཭の大きな変ҐがՃわった場߹、ѹ
ॖ性ೳは継手がݻఆ状態で管࣠に対してѹॖྗ
がՃわった場߹、৳ॖ性ೳは܁りฦしՙ重が発
生するような৳ॖྗがՃわった場߹を想ఆしま
した。

これらを継手にٻめる଱震性ೳとఆめ、当協
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会では、レϕル�地震動（想ఆしうるൣғ಺で、
໛の地震）の地盤変動に対する金属継手ن大࠷
の଱震性ೳを֬ೝし、給水システム協会ن格と
して「84"�#��11�水道用ポリエチレンೋ૚管
金属継手」を平੒3�年度に制ఆし、֤ث۩での
性ೳ基४に適߹֬ೝされた੡඼には「84"」Ϛー
Ϋのදࣔを行っています。

ਤ�ɹ水道用ポリエチレンೋ૚管ۚଐܧ手（84"֨ن඼）

しかしながら、施工が適正に行われていなけ
れば、日本水道協会ن格および給水システム協
会ن格にఆめる継手本དྷの性ೳが、े෼に発ش
することが出དྷない場߹が起こりಘるため、施
工上の管理ポイントを९कし、継手本དྷの性ೳ
をຬ଍するための施工管理が重要となります。
ͦこで、࣮ࡍの現場においてどのような施工不
良が起きているのかをௐࠪし、さらなる࣮֬な
施工඼࣭向上の取り組みとして、再現࣮ݧで性
ೳがどのఔ度௿Լするのかを֬ೝし、施工不良
の防止のために施工手順とͦの注意点について

「水道用ポリエチレン管金属継手の施工手順と
施工上の注意点と管理ポイントについて」を࡞
੒しました。

水道事業ऀ様からの施工講शґཔ࣌等には、
施工不良の事ྫとあわせて紹介を行い、施工不
良防止にد༩する取り組みを行っております。

本ฤでは、これらの資料にࡌهしている施工
不良のྫや施工上の注意点と管理ポイントにつ
いて紹介します。

2ɽ�水ಓ༻ϙϦΤνϨϯ؅金ଐܧखͷ�
खॱ޻ࢪ

水道用ポリエチレン管金属継手（ҎԼ、1&継
手）のߏ଄の一ྫをਤ2にࣔします。1&管の管
୺಺ܘ෦に、インコΞをଧちࠐΉことで管֎ܘ
を拡ܘし、಑とナットのకめ付け࣌に಺෦のリ
ンάが管と಑のؒにてີ઀することでシールす
るߏ଄となっています。

これらは、給水システム協会ن格（84"�#�
�11）および日本水道協会ن格の水道用ポリエチ
レン管金属継手ن格（+88"�#�116）の適߹඼
であることから、ଟくの水道事業ऀ様に࠾用さ
れています。

 3 / 13

２．水道用ポリエチレン管金属継手の施工手㡰

水道用ポリエチレン管金属継手（௨ୗ、3( 継手）は、ୗ図の構造となっております。 

㹎㹃管の管➃ෆ径部に、インコアを打ࡕ込むことで管እ径をᣑ径し、胴とナットの締ࡵ付ࡅ᫬にෆ部 

のリングが管と胴の㛫にてᐦ᥋することでシールする構造となっています。 

これらは、給水システム協会規格（WSA B 011）および日ᮏ水道協会規格の水道用ポリエチレン管金属継 

手規格�JWWA B 116�にグ㍕され、日ᮏ水道協会規格品であることからよりከࡃの水道事業体様で採用され 

ています。 

図２．水道用ポリエチレン二層管用金属継手（構造図౛） 

㸨㐺用管種�J,S . 6�62 1 種二層管 

水道用ポリエチレン二層管金属継手は、表１の手㡰で施工を⾜います。 

番号 部品名
① 胴
② インコア
③ リング
④ ナット
⑤ ポリエチレン管

ਤ2ɹ水道用ポリエチレンೋ૚管用ۚଐܧ手（ߏ଄ਤྫ）
ˎద用管छɿ+*4�,�6�62�� छೋ૚管

水道用ポリエチレンೋ૚管金属継手は、ද�
の手順で施工を行います。

当協会が࣮施した独自ௐࠪでは、「ポリエチレ
ン管の切அ࡞業」、「インコΞのଧちࠐみ࡞業」、

「ナットと಑のకめ付け࡞業」で施工不良全体の
໿��ˋを઎める݁Ռとなっており、当協会の再
現࣮ݧでは、施工不良は、୯一要ૉよりෳ߹的
施工不良の要ૉが重なるํが࿙れや継手のൈけ
を生じやすくなっており、施工上の管理ポイン
トを९कし、継手の基本性ೳを発شするために
は、֤࡞業工ఔごとの施工管理が重要です。
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3ɽ޻ࢪͷෆ۩߹ྫࣄͱ্޻ࢪͷ஫ҙ఺
本߲では֤࡞業工ఔの不۩߹事ྫと施工上の

注意点について紹介します。

3 ��ɹ（作業工ఔ�）部ٴࡐͼ工۩४උ
水道用ポリエチレンೋ૚管金属継手の適用管

छは、「+*4�,�6�6��1छೋ૚管」です。
このଞに、1&管には、1छ୯૚管や�छೋ૚

管などもあり、ͦれͧれの管छに応じたઐ用の
継手と組み߹わせて࢖用されています。

ʪ施工の不۩߹事ྫʫ
ㅡ࢖用管छのؒҧいによって1&継手の઀߹が

できなかった。

ද �ɹ水道用ポリエチレンೋ૚管ۚଐܧ手のࢪ工上の஫ҙ఺と管理ポイント

� / 13

図３．施工୙Ⰻのアンࢣート㞟ィ⤖ᯝ（給水システム協会ㄪ࡭） 

３．施工の୙ලྜ事౛と施工ୖのὀពⅬ 

ᮏ㡯では各స業工⛬の୙ලྜ事౛と施工ୖのὀពⅬにࡘいて⤂௓します。 

３．１ （స業工⛬１）部ᮦཬび工ල‽ഛ 

水道用ポリエチレン二層管金属継手の㐺用管種は、「J,S . 6�62 1 種二層管」となっている。 

この௚に、3( 管には、１種༢層管や２種二層管などもあり、それぞれの管種に応じたᑓ用の継手と組みྜ

 。せて౑用されているࢃ

表２．（స業工⛬１）部ᮦཬび工ල‽ഛ 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ

１ 部ᮦཬび工ල‽ഛ

管種、ࢧイズの☜ㄆ
J,S . 6�62

１種二層管

౑用管種㛫㐪い

継手の種類、ࢧイズ☜ㄆ

J,S . 6�62

１種二層管用

3( 継手

౑用工ලの☜ㄆ
トルクレンチ

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・౑用管種の㛫㐪いによって 3( 継手の᥋ྜができなかった。

ਤ 3ɹࢪ工ෆ良のアンέート集݁ܭՌ
（給水γステϜ協会調΂）

施工チェックシート

「施工手順と施工上の注意点とポイント」

No. 図 施工手順 施工上の注意点と管理ポイント

１ 部材及び工具準備

■管種、サイズの確認

■継手の種類、サイズ確認

■使用工具の確認

２

⑤ポリエチレン管

の切断作業

■管を直角に切断

〇良い例

✖悪い例

■管表面にキズがないことを確認

特に管軸（縦方向）方向の傷は NG

✖悪い例

３

④ナット、③リン

グの取付け作業

■ナットねじ部を管端側にして管に取付け

４ ■リング切り目をナット側に向けて取付け

５

⑤ポリエチレン管

へ②インコアの打

ち込み作業

■インコア打ち込み時のＰリングの位置確認

６

②インコアの取付

け状態確認

■インコアを管端まで打ち込む

〇良い例 

✖悪い例

７

②ナットと①胴の

締め付け作業

■標準締め付けトルクでナットと胴を締め付け

８ 施工完了

図．水道用ポリエチレン管金属継手の構造例

ねじ部
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3 �2ɹ（作業工ఔ2）1&管の੾அ作業
ࣼめ切அにならないように1&管に対して௚

֯に切அします。
管をࣼめ切அした場߹、管୺෦にૠ入するイ

ンコΞでの管拡ܘが不े෼な状態となり、継手
のൈけや࿙れの原因となります。

ʪ施工の不۩߹事ྫʫ
ㅡ1&管のࣼめ切அによって、1&継手઀߹後の

଱ѹݧࢼで࿙れが発生した。
ㅡ1&管のࣼめ切அによって、1&継手઀߹後に

継手ൈけが発生した。

ද 2ɹ（作業工ఔ �）部ٴࡐͼ工۩४උ

� / 13

図３．施工୙Ⰻのアンࢣート㞟ィ⤖ᯝ（給水システム協会ㄪ࡭） 

３．施工の୙ලྜ事౛と施工ୖのὀពⅬ 

ᮏ㡯では各స業工⛬の୙ලྜ事౛と施工ୖのὀពⅬにࡘいて⤂௓します。 

３．１ （స業工⛬１）部ᮦཬび工ල‽ഛ 

水道用ポリエチレン二層管金属継手の㐺用管種は、「J,S . 6�62 1 種二層管」となっている。 

この௚に、3( 管には、１種༢層管や２種二層管などもあり、それぞれの管種に応じたᑓ用の継手と組みྜ

 。せて౑用されているࢃ

表２．（స業工⛬１）部ᮦཬび工ල‽ഛ 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ

１ 部ᮦཬび工ල‽ഛ

管種、ࢧイズの☜ㄆ
J,S . 6�62

１種二層管

౑用管種㛫㐪い

継手の種類、ࢧイズ☜ㄆ

J,S . 6�62

１種二層管用

3( 継手

౑用工ලの☜ㄆ
トルクレンチ

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・౑用管種の㛫㐪いによって 3( 継手の᥋ྜができなかった。

� / 13

３．２ （స業工⛬２）3( 管のษ᩿స業 

 。ษ᩿にならないように㹎㹃管にᑐして┤ゅにษ᩿するࡵᩳ

表３．（స業工⛬２）ポリエチレン管のษ᩿స業 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬと管理ポイント ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

２ 
ポリエチレン管 

のษ᩿స業 

管を┤ゅにษ᩿ 

 Ⰻい౛ࠐ

ᝏい౛ݴ

ۑ �

管表㠃にキズがないことを☜ㄆ 

≉に管㍈（⦪方ྥ）方ྥのയは 1* 

ᝏい౛ݴ

管をᩳࡵษ᩿したሙྜ、管➃部に挿入するインコアでの管ᣑ径が୙༑ศな≧ែとなり、継手のᢤࡅや₃れ

のཎᅉとなる。 

表４．㹎㹃管のᩳࡵษ᩿による施工の୙ලྜ事౛ 

స業工⛬ ≧ែ

管のษ᩿≧ែ

インコア打ࡕ込みᚋ

リング取付けᚋ

ද 3ɹ（作業工ఔ 2）ポリエチレン管の੾அ作業

ද 4ɹ1&管のࣼΊ੾அにΑるࢪ工のෆ۩合事ྫ

� / 13

３．２ （స業工⛬２）3( 管のษ᩿స業 

 。ษ᩿にならないように㹎㹃管にᑐして┤ゅにษ᩿するࡵᩳ

表３．（స業工⛬２）ポリエチレン管のษ᩿స業 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬと管理ポイント ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

２ 
ポリエチレン管 

のษ᩿స業 

管を┤ゅにษ᩿ 

 Ⰻい౛ࠐ

ᝏい౛ݴ

ۑ �

管表㠃にキズがないことを☜ㄆ 

≉に管㍈（⦪方ྥ）方ྥのയは 1* 

ᝏい౛ݴ

管をᩳࡵษ᩿したሙྜ、管➃部に挿入するインコアでの管ᣑ径が୙༑ศな≧ែとなり、継手のᢤࡅや₃れ

のཎᅉとなる。 

表４．㹎㹃管のᩳࡵษ᩿による施工の୙ලྜ事౛ 

స業工⛬ ≧ែ

管のษ᩿≧ែ

インコア打ࡕ込みᚋ

リング取付けᚋ



Water
Plumbing

Engineering

 ● Vol.23  No.2  2022. 春季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

25

� / 13

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・㹎㹃管のᩳࡵษ᩿によって、㹎㹃継手᥋ྜᚋの耐ᅽヨ㦂で₃れがⓎ⏕。

・㹎㹃管のᩳࡵษ᩿によって、㹎㹃継手᥋ྜᚋに継手ᢤࡅがⓎ⏕。

表㸳．3( 管のษ᩿స業 

స業工⛬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

２ 
㹎㹃管の 

ษ᩿స業 

３．３ （స業工⛬３㸪４）3( 管へのナットとリングの取付ࡅ 

3( 管にナット、リングの㡰ᗎで取付ࡅ、リングは๭りのある方をナットഃにྥࡅる。 

表㸴．（స業工⛬３㸪４）㹎㹃管へのナットとリングの取付ࡅస業 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬと管理ポイント ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ

３

ナットの

取付ࡅ

స業

ナットࡡじ部を

管➃ഃにして管に取付ࡅ

ۑ �

４

リングの

取付ࡅ

స業

リングษり┠を

ナットഃにྥࡅて取付ࡅ

ۑ �

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・リングのྥき㛫㐪いで、施工し₃れがⓎ⏕。

・リングを取付ࡅずに施工を⾜い₃れがⓎ⏕。

3( 管のษ᩿୙Ⰻ

（3( 管のᩳࡵษ᩿）

3( 管のṇしいษ᩿≧ែ

（㹎㹃管が┤ゅにษ᩿されている）

じ部ࡡ

ද 5ɹ1&管の੾அ作業
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㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・㹎㹃管のᩳࡵษ᩿によって、㹎㹃継手᥋ྜᚋの耐ᅽヨ㦂で₃れがⓎ⏕。

・㹎㹃管のᩳࡵษ᩿によって、㹎㹃継手᥋ྜᚋに継手ᢤࡅがⓎ⏕。

表㸳．3( 管のษ᩿స業 

స業工⛬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

２ 
㹎㹃管の 

ษ᩿స業 

３．３ （స業工⛬３㸪４）3( 管へのナットとリングの取付ࡅ 

3( 管にナット、リングの㡰ᗎで取付ࡅ、リングは๭りのある方をナットഃにྥࡅる。 

表㸴．（స業工⛬３㸪４）㹎㹃管へのナットとリングの取付ࡅస業 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬと管理ポイント ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ

３

ナットの

取付ࡅ

స業

ナットࡡじ部を

管➃ഃにして管に取付ࡅ

ۑ �

４

リングの

取付ࡅ

స業

リングษり┠を

ナットഃにྥࡅて取付ࡅ

ۑ �

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・リングのྥき㛫㐪いで、施工し₃れがⓎ⏕。

・リングを取付ࡅずに施工を⾜い₃れがⓎ⏕。

3( 管のษ᩿୙Ⰻ

（3( 管のᩳࡵษ᩿）

3( 管のṇしいษ᩿≧ែ

（㹎㹃管が┤ゅにษ᩿されている）

じ部ࡡ

ද 6ɹ（作業工ఔ 3ɼ4）1&管΁のナοトとリンάのऔ෇͚作業

� / 13

表㸵．3( 管へのナットとリングの取付ࡅ 

స業工⛬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

３ 
ナットの

取付け

స業 

４ 

リングの

取付ࡅ 

స業 

ナットのྥき㛫㐪い

（ナットࡡじが管➃ഃにྥいていない）

ナットのṇしいྥき

（ナットのࡡじが管➃ഃにྥいている）

リングのṇしい఩⨨とྥき

（リングのษࡾ┠がナットഃにྥいている）

リングのྥき㛫㐪い

（リングのษࡾ┠が管➃にྥいている）

ද �ɹ1&管΁のナοトとリンάのऔ෇͚作業
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3 �3ɹ（作業工ఔ3ɼ4）1&管΁のナοトとリン
άのऔ෇͚

1&管にナット、リンάの順ংで取付け、リン
άは切り目のあるํをナット側に向けます。

ʪ施工の不۩߹事ྫʫ
ㅡリンάの向きؒҧいで、施工し࿙れが発生した。
ㅡリンάを取付けͣに施工を行い࿙れが発生した。

3 �4ɹ（作業工ఔ5ɼ6）ポリエチレン管΁のイン
ίアଧͪࠐみとऔ෇͚ঢ়ଶ֬ೝ

インコΞଧちࠐみ前に、ナットとリンάは管
୺側からे෼཭し、管の持ち手は管୺とリンά
のؒで持ち、管にインコΞをԡしࠐΜだのち、
ϓϥスチッΫϋンϚー等でインコΞを管୺໘ま
でଧちࠐみます。

管の持ち手よりリンάが管୺側の状態でイン
コΞをଧちࠐΜだ場߹、リンάのഁଛやナット
のకめ付け不଍による࿙れが発生します。

� / 13

３．４ （స業工⛬㸳㸪㸴）ポリエチレン管へのインコア打ࡕ込みと取付ࡅ≧ែ☜ㄆ 

インコア打ࡕ込み๓に、ナットとリングは管➃ഃから༑ศ㞳し、管のᣢࡕ手は管➃とリングの㛫でᣢࡕ、

管にインコアをᢲし込み、プࣛスチックࣁン࣐ーでインコアを管➃㠃まで打ࡕ込みます。 

表㸶．（స業工⛬㸳㸪㸴）㹎㹃管へのインコア打ࡕ込みస業と取付ࡅ≧ែ☜ㄆ 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬと管理ポイント ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

㸳 

3( 管へ 

インコアの

打ࡕ込みస業 

インコア打ࡕ込み᫬のリングの

఩⨨☜ㄆ 

ۑ �

㸴 

インコアの

取付ࡅ≧ែ 

☜ㄆ 

インコアを管➃まで打ࡕ込む

 Ⰻい౛ࠐ

ᝏい౛ݴ

ۑ �

管のᣢࡕ手よりリングが管➃ഃの≧ែでインコアを打ࡕ込ࡔࢇሙྜ、リングの◚ᦆやナットの締付ࡅ୙㊊ 

による₃れがⓎ⏕します。 

表㸷．3( 管へのインコア打ࡕ込みస業と取付ࡅ≧ែ 

స業工⛬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

㸳 
ナットとリング

の఩⨨ 

リング

ナット コアࣥ࢖
管➃

リングの఩⨨㛫㐪いナットとリングの

ṇしい఩⨨

ද 8ɹ（作業工ఔ 5ɼ6）1&管΁のインίアଧͪࠐみ作業とऔ෇͚ঢ়ଶ֬ೝ

ද 9ɹ1&管΁のインίアଧͪࠐみ作業とऔ෇͚ঢ়ଶ

 � / 12

స業工⛬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

㸳 
ナットとリング 

の఩⨨ 

㸴 

インコア 

打ࡕ込みᚋの఩

⨨ 

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・リングの఩⨨が管のᣢࡕ手より管➃にある≧ែでインコアを打ࡕ込みリングが◚ᦆ。 

・インコアの打ࡕ込み୙㊊による管のᢤࡅฟしがⓎ⏕。 

３．㸳 （స業工⛬㸵）ナットと胴の締付ࡅస業 

  ナットをリングとඹに管のඛ➃にᘬきᐤせて胴にᕪ込み、ࡡじをᔐྜさせ、手締ࡵで締付ࡅたᚋ、 

パイプレンチ２ᮏをそれぞれ胴とナットをかࡅて締付ࡅ、᭱ ᚋにトルクレンチを用いてᶆ‽締付ࡅトルクま 

でナットを締付ࡅる。 

表１０．（స業工⛬㸵）ナットと胴の締付ࡅస業 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬとポイント ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

㸵 
ナットと胴の 

締付ࡅస業 

ᶆ‽締ࡵ付ࡅトルクで 

ナットと胴を締ࡵ付ࡅ 

ۑ �

ナットとリングの

ṇしい఩⨨

インコアの

ṇしい打ࡕ込み≧ែ

インコアの

打ࡕ込み୙㊊≧ែ
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ʪ施工の不۩߹事ྫʫ
ㅡリンάのҐ置が管の持ち手より管୺にある状

態でインコΞをଧちࠐみリンάがഁଛした。
ㅡインコΞのଧちࠐみ不଍による管のൈけ出し

が発生した。

3 �5ɹ（作業工ఔ�）ナοトと಑のక෇͚作業
ナットをリンάとڞに管のઌ୺に引きدせて

಑にࠩしࠐみ、Ͷじを߹わせて、手కめでకめ

付けたのち、ύイϓレンチ�本をͦれͧれ಑と
ナットにかけてకめ付け、࠷後にトルΫレンチ
を用いてඪ४కめ付けトルΫまでナットをకめ
付けます。

ʪ施工の不۩߹事ྫʫ
ㅡナットのకめ付け不଍による管のൈけ出しが

あった。
ㅡナットのకめ付け不଍による࿙れがあった。

1� / 13

㸴 

インコア

打ࡕ込みᚋの఩

⨨ 

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・リングの఩⨨が管のᣢࡕ手より管➃にある≧ែでインコアを打ࡕ込みリングが◚ᦆ。

・インコアの打ࡕ込み୙㊊による管のᢤࡅฟしがⓎ⏕。

３．㸳 （స業工⛬㸵）ナットと胴の締付ࡅస業 

ナットをリングとඹに管のඛ➃にᘬきᐤせて胴にᕪ込み、ࡡじをᔐྜさせ、手締ࡵで締付ࡅたᚋ、

パイプレンチ２ᮏをそれぞれ胴とナットをかࡅて締付ࡅ、᭱ ᚋにトルクレンチを用いてᶆ‽締付ࡅトルクま 

でナットを締付ࡅる。 

表１０．（స業工⛬㸵）ナットと胴の締付ࡅస業 

工⛬ 図 施工手㡰 施工ୖのὀពⅬと管理ポイント ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

㸵 
ナットと胴の

締め付ࡅస業 

ᶆ‽締ࡵ付ࡅトルクで 

ナットと胴を締ࡵ付ࡅ

ۑ �

㸺施工の୙ලྜ事౛㸼 

・ナットの締付ࡅ୙㊊による管のᢤࡅฟし。

・ナットの締付ࡅ୙㊊による₃れ。

インコアの

ṇしい打ࡕ込み≧ែ

インコアの

打ࡕ込み୙㊊≧ែ

ද �0ɹ（作業工ఔ �）ナοトと಑のకΊ෇͚作業
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表１１．ナットと胴の締付ࡅస業 

స業工⛬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

㸵 
ナットと胴

の締め付ࡅ 

表１２．ナットのᶆ‽締付ࡅトルク 

呼び径 
ᶆ‽締め付ࡅトルク 

（㹌・㹫） 

１３ ４０．０ 

２０ 㸴０．０ 

２㸳 㸶０．０ 

３０ １１０．０ 

４０ １３０．０ 

㸳０ １㸳０．０ 

㸨トルクレンチを用いて、ୖ表の締め付ࡅトルクでナットを締ࡵ付ࡅる。 

４．まとࡵ 

JWWA B116 に規定されている締付ࡅᙧ継手は、ᐜ᫆でୟࡘ☜実な施工が⾜えることからከࡃの水道事業体 

で採用され、より☜実性の㧗い施工を⾜うたࡵに実施したᮏㄪᰝでは、施工୙Ⰻは༢一要⣲より、」ྜⓗ 

要⣲の方が₃れを⏕じやすいことがุ᫂し、さらに、実㝿の施工でありᚓる᭤ࡆ➼のຊがຍࢃることを⪃ 

៖すると₃れや継手ᢤࡅ➼のᙳ㡪が኱きࡃなる。また、施工୙Ⰻ（」ྜⓗ要⣲）によって、 

施工ᚋの耐ᅽ᳨ᰝ᫬で₃れがぢられなかったとしても、JWWA 規格および WSA 規格に定ࡵる継手ᮏ᮶の耐震 

に関する性能➼が☜ಖできないሙྜが㉳こりえるたࡵ、施工ୖの管理ポイントを㑂Ᏺし、継手ᮏ᮶の性能 

を‶㊊するたࡵの施工管理が㔜要であるたࡵ、ᙜ協会では、「施工手㡰と施工ୖのὀពⅬとポイント」の 

手ᘬをまとࡵた。 

さらに、ᙜヱ規格の構造௨እの継手もከࡃの水道事業体様にᗈࡃ౑ࢃれている事もあり、これらの継 

ナットと胴は、トルクレンチを用いて

ᶆ‽締め付ࡅトルクで締め付ࡅる。

ナットと胴をឤぬで締め付ࡅる。

ද ��ɹナοトと಑のకΊ෇͚作業

11 / 13

表１１．ナットと胴の締付ࡅస業 

స業工⛬ ᶆ‽施工 施工୙Ⰻ 

㸵 
ナットと胴

の締め付ࡅ 

表１２．ナットのᶆ‽締付ࡅトルク 

呼び径 
ᶆ‽締め付ࡅトルク 

（㹌・㹫） 

１３ ４０．０ 

２０ 㸴０．０ 

２㸳 㸶０．０ 

３０ １１０．０ 

４０ １３０．０ 

㸳０ １㸳０．０ 

㸨トルクレンチを用いて、ୖ表の締め付ࡅトルクでナットを締ࡵ付ࡅる。 

４．まとࡵ 

JWWA B116 に規定されている締付ࡅᙧ継手は、ᐜ᫆でୟࡘ☜実な施工が⾜えることからከࡃの水道事業体 

で採用され、より☜実性の㧗い施工を⾜うたࡵに実施したᮏㄪᰝでは、施工୙Ⰻは༢一要⣲より、」ྜⓗ 

要⣲の方が₃れを⏕じやすいことがุ᫂し、さらに、実㝿の施工でありᚓる᭤ࡆ➼のຊがຍࢃることを⪃ 

៖すると₃れや継手ᢤࡅ➼のᙳ㡪が኱きࡃなる。また、施工୙Ⰻ（」ྜⓗ要⣲）によって、 

施工ᚋの耐ᅽ᳨ᰝ᫬で₃れがぢられなかったとしても、JWWA 規格および WSA 規格に定ࡵる継手ᮏ᮶の耐震 

に関する性能➼が☜ಖできないሙྜが㉳こりえるたࡵ、施工ୖの管理ポイントを㑂Ᏺし、継手ᮏ᮶の性能 

を‶㊊するたࡵの施工管理が㔜要であるたࡵ、ᙜ協会では、「施工手㡰と施工ୖのὀពⅬとポイント」の 

手ᘬをまとࡵた。 

さらに、ᙜヱ規格の構造௨እの継手もከࡃの水道事業体様にᗈࡃ౑ࢃれている事もあり、これらの継 

ナットと胴は、トルクレンチを用いて

ᶆ‽締め付ࡅトルクで締め付ࡅる。

ナットと胴をឤぬで締め付ࡅる。

ද �2ɹナοトの標४కΊ෇͚トルク
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4ɽ·ͱΊ
+88"�#116にنఆされているకめ付け઀߹

۩継手は、൚用性のある道۩、または൚用工ܗ
を࢖用し、༰қでかつ࣮֬な施工が行えること
からଟくの水道事業ऀ様で࠾用されています。
より࣮֬性のߴい施工を行うために࣮施した本
ௐࠪでは、施工不良は୯一要ૉより、ෳ߹的要
ૉのํが࿙れを生じやすいことが൑明し、さら
に、࣮ࡍの施工でありಘる͛ۂ等のྗがՃわる
ことをྀߟすると࿙れや継手ൈけ等のӨڹが大
きくなります。また、施工不良（ෳ߹的要ૉ）
によって、施工後の଱ѹ࣌ࠪݕで࿙れが見られ
なかったとしても、+88"ن格および84"ن
格にఆめる継手本དྷの଱震に関する性ೳ等が֬
保できない場߹が起こりえます。施工上の管理
ポイントを९कし、継手本དྷの性ೳをຬ଍する

ための施工管理が重要です。ͦのため、当協会
では、「施工手順と施工上の注意点と管理ポイン
ト」の手引きをまとめました。

さらに、当֘ن格のߏ଄Ҏ֎の継手もଟくの
水道事業ऀ様に޿く࢖われていることもあり、
これらの継手に関しても଱震性ೳの要ٻやͦの
必要性があることなどから、水道事業ऀ様のさ
らなるχーζに応えるものとして、「84"�#�
�1�水道用ポリエチレンೋ૚管金属継手（コΞ
一体型）」。「84"�#��13�水道用ポリエチレンೋ
૚管金属継手（ϫンタッチ型）」を令和�年3月
16日に制ఆしました。この3タイϓの継手は、
֤水道事業体様で࠾用されており、+88"ن格
タイϓ、コΞ一体タイϓ、ϫンタッチタイϓの
全ての型ࣜで଱震性ೳがن格によりنఆされて
います。金属継手の଱震化に取り組Ή水道事業
ऀ様にとっては、ͦれͧれの࣮৘に応じたタイ

ද �3ɹ水道用ポリエチレン管ۚଐܧ手の（֨ن"84）֨ن

12 / 13

手に関しても耐震性能の要求やその必要性があることなどから、水道事業体様の更なるニーズに応えるも

のとして、「WSA B 012 水道用ポリエチレン二層管金属継手（コア一体型）」。「WSA B 013 水道用ポリ

エチレン二層管金属継手（ワンタッチ型）」を令和 2 年 3 月 16 日に制定し、この 3 タイプの継手は、各

水道事業体様で採用されており、JWWA 規格タイプ、コア一体タイプ、ワンタッチタイプの全ての型式で耐

震性能が規格により規定されていることで、金属継手の耐震化に取り組む水道事業体様にとっては、それ

ぞれの実情に応じたタイプを選択できるようになっています。

表１３．水道用ポリエチレン管金属継手の規格（給水システム協会制定規格） 

水道用ポリエチレン管金属継手 

規格 ＷＳＡ Ｂ０１１ ＷＳＡ Ｂ０１２ ＷＳＡ Ｂ０１３ 

種別 ࣥ࢖コア打込み型 コア一体型ࣥ࢖ ワンタッチ型

構造図 

番号 部品名 番号 部品名 番号 部品名 

⓵ 胴 ⓵ 胴 ⓵ 胴 

⓶ ナット ⓶ ナット ⓶ ナット

⓷ インコア ⓷ インコア ⓷ インコア

⓸ リング ⓸ リング ⓸ ロックリング

－ － － － ⓹ パッキン類 

－ － － － ⓺ 座金 

施工方法 
・管へのインコア打込み

・ナット締め付けトルク管理
・ナット締め付け

・管へインコア挿入

・継手へ管挿入

締め付けトルク管理 呼び径ごとに規定 規定せず －

図４．給水システム協会規格の制定 
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ϓをબ୒できるようになっています。

5ɽޙࠓͷऔΓ૊Έʹ͍ͭͯ
当協会が࣮施した「令和�年度ç給水装置工事

技術に関するௐࠪݚ究」の「東日本大震災・۽
本地震�被݅֐਺಺༁」では、αυル付෼水ખは、
ଞの給水装置とのൺֱにおいて被ׂ֐߹がখさ
く、一ఆの଱震性を༗するものとߟえられます。
しかし、水道用ポリエチレン管やステンレス೾
状管の被ׂ֐߹がൺֱ的௿いものの、給水装置
の全被݅֐਺の಺、給水管෦の被݅֐਺の઎め
るׂ߹は、両地震においてͦれͧれ໿��ˋを઎
めていたことから、給水管෦の଱震性֬保の重

要性を再ೝࣝしています。
震災復چには、഑水管とڞに止水機ߏのある

給水管まで復چする必要があり、給水装置にお
いても、重要水道施ઃと同様、レϕル�地震動
を受けた後でも࿙水がແくଛইがܰඍである

「଱震性ೳ�」を༗して継続࢖用できることが๬
ましいとߟえます。

引き続き当協会では、レϕル�ç地震動を想ఆ
して、給水管෼ذ෦（αυル付෼水ખ）に܎わ
る給水഑管の଱震性ධՁからಘた݁Ռを用い
て、給水装置の଱震化の重要性とڞに࣮֬な施
工による施工඼࣭について֤水道事業ऀ様への
発৴とڞに、給水装置の࣮֬な施工඼࣭と଱震
性向上にد༩するよう׆動してࢀります。

ਤ 4ɹ給水γステϜ協会֨نの੍定
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࿈çࡌ

第一環境株式会社

水道サービスを未来につなぐ

Ԋֵͱ֓ۀࣄཁ

ฐࣾは水道料金௃ऩ業務のઐ໳企業として�4
年ؒ、全ࠃの水道事業体において様々な業務に
。わってまいりましたܞ

令和4（����）年�月現ࡏ、全ࠃのӦ業ॴ・事
業ॴ਺は31౎道෎141ݝかॴ、受ୗ事業体は
13�事業体にの΅ります。経ݧ๛෋なਓ材が6
���
名Ҏ上ࡏ੶しており、料金௃ऩ業務はもとより、
給水装置管理・ഉ水ઃ備管理業務や上Լ水道料
金システムの։発・ӡ用においてもଟくの࣮੷
がご͟います。

また、ओ要גओである水JOHࣜג会ࣾやࣜג
会ࣾ日立੡࡞ॴとともに、管࿏管理業務や施ઃ
ӡస管理業務をؚめた෯޿い業務のแׅ的ҕୗ
にも対応しております。

Ӧཧ೦ܦ

水道事業を取り巻くڥ؀は、ࣾ会ڥ؀ととも
に大きく変化しようとしています。ฐࣾは「ྲྀ
した׼がใわれる会ࣾに、ͦして関܎する全て
のօ様にتΜでいただける会ࣾに」という経Ӧ
理೦のもと、「水道αーϏスをະདྷにつな͙」を
スローΨンとして、日々ݚᮏを重Ͷています。

第Ұڥ؀の経Ӧ理೦ɾϛογϣンɾϏδϣン
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ୈҰڥ؀ͷڅ水૷ஔ؅ཧۀ຿

ฐࣾにおける給水装置管理業務の受ୗは平੒
�1（����）年度から࢝まりました。ͦれから13
年が経過した現ࡏ、水道事業体৬員の減গ等に
より、同業務のຽؒҕୗはͦの਺も業務ൣғも
。がりを見せつつあります޿

ฐࣾにおいても、令和4（����）年4月࣌点で
の給水装置管理業務の受ୗܖ໿਺は3�事業体に
および、ͦの業務಺༰も、࢓様によりҧいはあ
りますが、「૬ஊ」「管໢ਤ案಺」「窓口受付」「ઃ
計৹ࠪ」「道࿏઎用」「ೲ付ॻ発行」「෼ذઠ޸立
会い」「ॡ工ࠪݕ」等々、ଟذにわたります。

受付窓口には、ࢦఆ工事ళのओ೚技術ऀのํ
から不動࢈関ऀ܎、一ൠの水道࢖用ऀまで、様々
な立場・用݅のํがདྷிされます。ެ的業務を
୲う企業として、དྷிऀに対しては常にެ平・
ެ正・中立を心がけた対応をすること、適正な
ॻྨ৹ࠪ等をཤ行することをపఈしています。

ฐࣾはこれまで、水道メーターݕ਑や水道料
金ऩೲなど、上Լ水道事業における様々なॅຽ

αーϏスの現場で業務に取り組Μでまいりまし
た。҆心・҆全な水を҆ఆして送りಧけるための

である給水装置管理業務について「ࡆ後の࠷」
も、੹೚ある体制で࣮施するための施策を講じ
ており、୲当ै業員に対する給ഉ水ઃ備関܎の
֎෦ݚमやࣾ಺ݚमの拡ॆなどもͦの一؀です。

࣮技ݚमでは、Ծઃの഑水管でαυル付෼水
ખの取付けີด֬ೝや、手動ࣜ・電動ࣜઠ޸機
でのઠ޸、αυル෼水ખからྔ水ثまでのԾઃ
഑管などの施工体ݧを行っています。

また、給水装置管理業務を行う上で必要な஌
ࣝであり業務受ୗにおいての必ਢ資格である

「給水装置工事ओ೚技術ऀ」については、給水装
置施工の࣮務経ऀݧに対して資格取ಘを঑ྭ
し、ެӹ財団法ਓ給水工事技術ৼ興財団発行の

「給水装置工事技術ࢦ਑」を用いたࣾ಺ݚमを࣮
施しています。

昨今の給水機ث・装置・用඼等の目覚ましい
進化にも対応できるよう常に࣮ફ的なݚमを取
り入れ、全ࠃの給水装置管理業務を支えಘるਓ
材のҭ੒にྗを入れています。

͓ΘΓʹ

日本の水道は、ͦのීٴ཰もさることながら、
どのொ、どのଜでも水道水をͦのままඒຯしく
҆全にҿめる、ੈ界でも਺গないࠃです。

҆全・҆心とڞにଉͮいている日本の水道
αーϏスを、ະདྷにも持続的に受け継いでいく
ために、ฐࣾは水事業におけるॅຽαーϏスの
に੒ڞ前ઢに立ち、地域ࣾ会の持続・発లと࠷
長し、課題解ܾに取り組Μでまいります。

ฐࣾに͓͚る給水装置ɾഉ水設උ管理業຿डୗ਺のਪҠ

ࣾ಺֎ͰߦΘΕる給水装置管理業຿に͍ͭͯの研修

૭ޱ業຿Ͱ͸公ฏɾ公ਖ਼ͳ৹査Λపఈ
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財団ニュース①

令和元年1�月1日に改正水道法が施行され、ࢦఆ給水装置工事事業ऀの�年ߋ新制度が導入されま
した。ͦれに൐ってߋ新࣌に、ͦの工事事業ऀがબ೚した給水装置工事ओ೚技術ऀが、࠷新の技術や
制度をशಘするためのݚमにࢀՃしたかどうかについて、水道事業ऀから֬ೝがٻめられることにな
りました。

当財団では、これまでもओ೚技術ऀを対৅としたFϥーχンάシステムݚमを行うと同࣌に、Fϥー
χンάテΩストٴびֶश੒Ռݧࢼ໰題をຖ年ߋ新することによるݚमのॆ࣮、ݚम機会の֬保をਤっ
てきましたが、こうした制度改正等に対応して、令和元年�月からこれまで発行してきた技術ऀূの
༗ޮؒظを�年とするとともに、技術ऀূのߋ新にࡍして、ओ೚技術ऀに受講していただく全ࠃ౷一
的な新たなFϥーχンάݚमٴび現地ݚम会を։࢝しました。

水道課長௨஌でࣔされた事߲ہӴ生׆म会の಺༰は、令和元年6月�6日付、厚生労働省ҩༀ・生ݚ
（Լઢ）を基本に、さらに当財団಺に関܎団体をҕ員とする「給水装置工事ओ೚技術ऀの技術のҡ持・
向上のための講शに関するݕ౼会」をઃ置してఏ案されたओ೚技術ऀとしてशಘしておくことが๬ま
しい߲目を௥Ճし、Լهのとおりとしています。

（1）水道法
水道法の目的、改正水道法の֓要等について

（�）給水装置工事ओ೚技術ऀの৬務と໾ׂ
ఆ給水装置工事事業ऀ制度、ओ೚技術ऀの໾ׂ等についてࢦ

（3）給水装置のߏ଄ٴび材࣭
給水装置のߏ଄ٴび材࣭の基४֓要、給水管ٴび給水用۩の性ೳ基४、給水装置のシステム基४等

について

（4）給水装置の事故事ྫと対策技術
ΫロスコωΫシϣン等の事故事ྫ、事故対応や再発防止について・ذ෼ޡ

（�）給水装置工事におけるཹ意事߲
給水管の取出し・઀߹等のཹ意事߲、道࿏۷࡟工事での事故防止、҆全管理等について

（6）給水装置のҡ持管理
給水装置の故ো・ҟ常の原因とमસ工事法等について

（�）給水装置ٴび給水装置工事法に関する࠷新の技術৘ใ
スϚート水道メーター、東日本大震災給水装置被֐状گௐࠪใࠂ等について

給水装置ओ೚技術ऀݚम現地ݚम会における令和3年度ୈ4࢛൒ظの࣮施݁Ռ（令和4年4月1日現
は表2の௨りで、財団ϗームϖー（ࡏ令和4年4月1日現）は表1の௨りです。令和4年度の࣮施予ఆ（ࡏ
δで順࣍お஌らせします。

給水૷ஔ工事ओ೚技術ऀݚमݱ�஍ݚमձ
ྩ࿨̏೥౓ͷ࣮݁ࢪՌٴͼྩ࿨̐೥౓ͷ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ
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（令和 4 年 4 月 1 日現ࡏ）

։࠵౎道෎県 ։࠵౎市 ։࠵೔ ։࠵場ॴ डߨਃࠐ者਺
（ਓ）

1 ݝ手ؠ 北上市 令和 4 年 � 月1�日（໦） 北上市จ化ަྲྀセンターさくらϗール ��

� ݝۄ࡛ さいたま市 令和 4 年 � 月1�日（໦） 管工事会ؗݝۄ࡛ 3 ֊大会議ࣨ ��

4 ݝ஌ߴ ஌市ߴ 令和 4 年 � 月�6日（౔） ポリテΫセンターߴ஌ 3�

� ҵ৓ݝ 水戸市 令和 4 年 3 月 4 日（金） ΞμストリΞみとΞリーナ
（東෦ӡ動ެԂ体ҭؗ会議ࣨ） 4�

6 長໺ݝ 長໺市 令和 4 年 3 月1�日（໦） 東෦ড়化センター 1�

ද �ɹྩ࿨ 3年౓給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�実݁ࢪՌ

（令和 4 年 4 月 1 日現ࡏ）
։࠵౎道෎県 ։࠵౎市 ։࠵೔ ։࠵場ॴ

1 山ݝܗ 山ܗ市 令和 4 年 6 月 � 日（水） 山ྲྀަࡍࠃܗϓϥβ山ܗϏッάウΟンά

� ෋山ݝ ෋山市 令和 4 年 6 月1�日（水） ෋山ݝ૯߹ӡ動ެԂ෋山ݝ陸上ڝ技場会議ࣨ

̏ ઍ༿ݝ ઍ༿市 令和 4 年 6 月16日（໦） ઍ༿ݝ水道会ؗ

̐ ੴ川ݝ 金୔市 令和 4 年 � 月 � 日（Ր） ੴ川ݝ地場࢈業ৼ興センター
本ؗ 1 ֊ୈ � मࣨݚ

̑ ಢ໦ݝ 大ా原市 令和 4 年 � 月 1 日（໦） 大ా原੢地۠ެຽؗ会議ࣨ 3

̒ ಢ໦ݝ Ӊ౎ٶ市 令和 4 年 � 月1�日（໦） ಢ໦ڭݝҭ会ؗখϗール

ද 2ɹྩ࿨ 4年౓給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�実ࢪ༧定
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財団ニュース②

給水૷ஔ工事഑؅技ೳݕఆձ
ྩ࿨̏೥౓ͷ࣮݁ࢪՌٴͼྩ࿨̐೥౓ͷ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ

当財団は、水道法施行نଇ36৚の�߲でࣔされた「適切に࡞業を行うことがで
きる技ೳを༗するऀ」をཆ੒するため、給水装置工事഑管技ೳݕఆ会を։࠵して
います。同ݕఆ会はֶՊ課ఔと࣮技課ఔでߏ੒しており、࣮技課ఔでは༗ѹの഑
水管（μΫタイルரమ管П��NN）へのαυル付෼水ખの取付け、手動ࣜઠ޸機
による഑水管の෼ذઠٴ޸び給水管3管छ（ᶃポリエチレンೋ૚管、ᶄ࣭ߗポリ
Ԙ化Ϗχル管、ᶅ࣭ߗԘ化Ϗχルϥイχンά߯管またはステンレス߯߯管）の切
அ・઀߹・組立に関する技ೳレϕルを൑ఆする「全ࠃඪ४ݕఆ」を行っています。
水道事業体が࣮施した給水装置の഑管技ೳの࣮技に関するݧࢼ߹格ऀ・講श会म
ྃऀなどは、࣮技課ఔにおける給水管の切அ・઀߹・組立の࡞業を໔除し、෼ذ
ઠ޸のみの受ݕも可ೳです。

全ࠃඪ४ݕఆの΄か、水道഑水用ポリエチレン管へのαυル付෼水ખ（ரమ੡）
の取付け・෼ذઠٴ޸び༥着઀߹に関する技ೳレϕルを൑ఆする「ポリエチレン
管ݕఆ」、全ࠃඪ४ݕఆにؚまれない಺༰で、։࠵地の要๬に基ͮくݕఆを行う

「地域Φϓシϣンݕఆ」も行っています。
給水装置工事഑管技ೳݕఆ会における令和3年度ୈ4࢛൒ظの࣮施݁Ռ（令和

4年4月1日現ࡏ）はද�の௨りです。令和4年度の࣮施予ఆ（令和4年4月1日現ࡏ）
はද2の௨りで、財団ϗームϖーδで順࣍お஌らせします。

（令和 4 年 4 月 1 日現ࡏ）

։࠵౎道෎県 ։࠵౎市 ։࠵೔ ։࠵場ॴ ड検ਃࠐ者਺
（ਓ）

1 ळాݝ ळా市 令和 4 年 � 月1�日（໦） ळా市上Լ水道ہਔҪాড়水場ݚम౩ �6
� ෱Ҫݝ ෱Ҫ市 令和 4 年 � 月1�日（໦） ෱Ҫ࢈業技術ઐ໳ֶӃ 3�
3 ฌݝݿ 三ా市 令和 4 年 3 月 � 日（౔） 三ాݐઃ技ೳݚमセンター࣮श場 ��

4 ਆಸ川ݝ ւ࿝名市 令和 4 年 3 月 � 日（౔） ਆಸ川ݝ管工事業協同組߹
「水会ؗݝ」 1��

� ಸ良ݝ 三୐ொ 令和 4 年 3 月13日（日） ಸ良ݝ立ߴ等技術ઐ໳ߍ ��

ද �ɹྩ࿨ 3年౓給水装置工事配管技能検定会�実݁ࢪՌ

（令和 4 年 4 月 1 日現ࡏ）
։࠵౎道෎県 ։࠵౎市 ։࠵೔ ։࠵場ॴ

1 北ւ道 ຈ市ࡳ 令和 4 年 4 月��日（水） मॴݚ給഑水技術ہຈ市水道ࡳ
� ݝۄ࡛ さいたま市 令和 4 年 � 月1�日（౔） 管工事会ؗݝۄ࡛
̏ ݝෞذ ඒೱՃໜ市 令和 4 年1�月 � 日（金） たくみΞカσϛーࡍࠃ立ݝෞذ
̐ ෋山ݝ ෋山市 令和 4 年1�月13日（໦） ෋山市管工事協同組߹会ؗ
̑ 山口ݝ Ӊ෦市 令和 4 年1�月1�日（౔） Ӊ෦管工事協同組߹会ؗ

ද 2ɹྩ࿨ 4年౓給水装置工事配管技能検定会�実ࢪ༧定
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（令和４年１月～３月）

1月24日（月） 第 59回機関誌編集委員会� 財団会議室（オンライン併用）

1月 25日（火） 第 3回給水管分岐部に係る給水配管の耐震性評価と指標作成検討委員会
財団会議室（オンライン併用）

1月 27日（木） 第 2回給水用ポリエチレン管の経年劣化に関する調査検討委員会
財団会議室（オンライン併用）

2月　3日（木） 第 28回理事会� 財団会議室（オンライン併用）

2月 10日（木） 給水装置工事主任技術者現地研修会（岩手県）
北上市文化交流センターさくらホール

2月 17日（木）

給水装置工事配管技能検定会（秋田県）
秋田市上下水道局仁井田浄水場研修棟

給水装置工事配管技能検定会（福井県）
福井産業技術専門学院

給水装置工事主任技術者現地研修会（埼玉県）
埼玉県管工事会館 3階大会議室

2月 26日（土） 給水装置工事主任技術者現地研修会（高知県）
ポリテクセンター高知

3月　2日（水） 第 23回評議員会� 財団会議室（オンライン併用）

3月　3日（木） 第 3回給水用ポリエチレン管の経年劣化に関する調査検討委員会
財団会議室（オンライン併用）

3月　4日（金） 給水装置工事主任技術者現地研修会（茨城県）
アダストリアみとアリーナ（東部運動公園体育館会議室）

3月　5日（土）

給水装置工事配管技能検定会（兵庫県）
三田建設技能研修センター実習場

給水装置工事配管技能検定会（神奈川県）
神奈川県管工事業協同組合「県水会館」

3月 10日（木） 給水装置工事主任技術者現地研修会（長野県）
東部浄化センター

3月 13日（日） 給水装置工事配管技能検定会（奈良県）
奈良県立高等技術専門校

3月 16日（水） 第 4回給水管分岐部に係る給水配管の耐震性評価と指標作成検討委員会
財団会議室（オンライン併用）

3月 22日（火） 第 60回機関誌編集委員会� 財団会議室（オンライン併用）
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後
記■令和 4 年が早くも 3 カ月経過しました。

年明け早々、新型コロナウイルスが再び感
染拡大し緊急事態宣言が出されましたが、
3 月になって落ち着きをとりもどし、よ
うやく宣言が解除されたところです。水道界では昨
年の和歌山市における水管橋の崩落事故が、原因究
明などでまだ落ち着いていないところに、年末から
年初にかけて、塗料メーカーによる水道用資機材の
不適正行為の発覚が新聞等で騒がれました。さらに、
3 月16日の深夜には、11年前の大震災を想起させる
ような、東北の太平洋側を中心に震度 6 強の非常に
強い地震が発生し、立て続けに大きな事案に見舞わ
れています。今年は改正水道法が完全施行を迎え、
基盤強化へと本格的に動き出す節目の年です。 4 月
から新たな年度がスタートしますが、当財団におい
ても気持ちを新たに業務に邁進してまいります。
■今号の巻頭言は厚生労働省水道課の名倉課長に

「防災・減災に向けた計画的な対策を」と題して、
水道の適切な管理の重要性についてご執筆いただき
ました。エッセイ水鞠は元八戸圏域水道企業団副企
業長の大久保様に「みちのく潮風トレイル」を執筆

いただきました。東日本大震災水道復興支
援連絡協議会の一員として三陸沿岸自治体
の水道復興にかかわってきた同氏が、大震
災の被災地を歩き、今後の水道復興に想い

を馳せています。
■特集では、「コロナ禍での水道事業体における給
水装置工事に関する窓口業務の対応と現状」につい
て、川崎市と名古屋市より、新型コロナウイルスの
感染拡大に備えた取組みをご解説いただいておりま
す。コロナ禍にあっても給水装置工事の継続は必要
不可欠です。両市には、コロナ禍前と後の体制等の
変化、現場でのコロナ対応としての工夫（郵送等で
の申請受付や電子申請の導入等）、独自の予防策な
どについて詳しくご紹介いただきました。コロナ禍
における体制整備の一助になれば幸いです。
■技術講座では、「水道用ポリエチレン管金属継手
の施工手引き」と題して、給水システム協会より、
施工不良の防止のために水道用ポリエチレン管金属
継手の施工手順と施工上の注意点とポイントを解説
いただいています。ぜひご一読いただければと存じ
ます。
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給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～
給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～

公益財団法人 給水工事技術振興財団 刊
Ａ５判　定価 1,500 円（消費税込・送料財団負担）

本書は、積極的に公表されることの少ない給水装置の事
故事例を示し、それを教訓に、事故の予防に活用して頂く
ことを目的にした書籍です。

【主な事例】１誤分岐接合…工業用水管等11事例　２給水装置の構造及び
材質の基準に不適合で生じた事故…クロスコネクション31事例 ウォーターハ
ンマ18事例　配管工事に関わる事故23事例　合成樹脂管と有機溶剤21事
例　給水用具の不具合による事故3事例　漏水による公衆災害６事例
【参考資料】１厚生労働省からの通知等　２事故の予防事例（立入調査）
　※本書の第二版（給水装置の事故事例に学ぶ  Ⅱ）は当財団HPで公開中。

問い合わせ・申し込み先　公益財団法人 給水工事技術振興財団
〒163-0712　東京都新宿区西新宿二丁目7番1号

小田急第一生命ビル12階　　　　
　　　　　　電話 03-6911-2711/FAX 03-6911-2715
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170X250

長寿命長寿命

1 種二層管
JIS K 6762

スーパータフポリ
１種二層管

スーパータフポリ
１種管ブルー

大きな地盤変状でも
通水機能を維持

水道配水用ポリエチレン管と
同じPE100を使用

高密度ポリエチレン（PE100）の給水管＆継手　

ののの耐震給水管路を実現！の耐震給水管路を実現！

スーパータフポリ１種管も
EF継手も材料は、
長寿命性が検証された
高密度ポリエチレン
（PE100）。

外径･内径
同寸法

外径･内径
同寸法

寸法はJIS二層管と同じ
なので既存の継手がその
まま使用でき、
JIS二層管の
部分的な更新・
補修でも使用
できます。

でも継手は抜けない

EF接合で管路が一体
化し、管が降伏しても、
継手部は抜けません。

試験前 試験後

高速引張り試験

EF継手で工事コストを
金属継手に比べて
工事費の
コストダウンが可能。

材料費
（メーカー設計価格、2020年版）
布設費
（令和２年公共工事設計労務単価・東京都）

詳しい条件はWebカタログ（15ページ）でご確認ください。
EF継手 金属継手 金属継手

100 107 100
114

呼び径 20 呼び径 25

EF継手

Webカタログ

大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも大きな地盤変状でも
通水機能を維持通水機能を維持通水機能を維持

止水機構付EFサドル

EF継手類
日本水道協会認証登録品

1種二層管
日本水道協会認証登録品

が使用可能既存の継手既存の継手

約１０％カット約１０％カット

L２地震動L２地震動

スーパータフポリ１種管も

既存の継手既存の継手既存の継手既存の継手既存の継手既存の継手

《技術報告書》

配水用ポリエチレンパイプシステム協会

水道配水用ポリエチレン管路の
100年寿命の検証

の材料長寿命長寿命
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